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祇
園
精
舎
覚
書鐘
は
い
つ
誰
が
鳴
ら
す
の
か
黒
田
彰
は
じ
め
に
一
研
究
史
を
め
ぐ
っ
て
二
祇
寺
図
経
の
無
常
院
三
新
大
系
の
注
に
つ
い
て
四
誰
が
鐘
を
鳴
ら
す
の
か
五
崑
崙
に
つ
い
て
余
り
に
も
有
名
な
平
家
物
語
の
冒
頭
部
、「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り
」
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
著
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
続
』
和
泉
書
院
、
平
成
７
年
Ⅱ
一
１
。
初
出
平
成
２
年
２
月
）。
旧
稿
で
問
題
と
し
た
の
は
、
そ
の
一
文
が
極
め
て
名
高
い
割
に
は
、
そ
の
意
味
が
古
来
、
難
解
と
さ
れ
て
来
た
、
研
究
史
を
振
り
返
り
つ
つ
（
後
藤
丹
治
氏
に
よ
る
名
論
文
、「
平
家
物
語
難
語
考
㈠
」
『
国
語
国
文
の
研
究
』
21
、
昭
和
３
年
９
月
が
、
私
達
に
残
さ
れ
て
い
る
）、
な
お
難
解
で
あ
る
事
情
を
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
句
の
内
容
を
理
解
す
る
、
基
本
資
料
と
し
て
、
往
生
要
集
と
祇
園
図
経
（
祇
寺
図
経
）
が
、
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
、
旧
稿
で
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
折
、
引
用
や
言
及
を
、
敢
え
て
避
け
た
部
分
が
あ
る
。
理
由
は
引
用
、
言
及
し
よ
う
に
も
、
意
味
の
よ
く
分
か
ら
な
い
箇
所
が
、
祇
園
図
経
に
存
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
祇
園
精
舎
の
鐘
は
、
い
つ
誰
が
鳴
ら
す
の
か
、
と
言
い
換
え
て
み
る
と
、
よ
く
分
か
る
問
題
で
あ
る
。
小
稿
は
、
旧
稿
の
続
稿
と
し
て
、
な
お
今
日
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
、
本
句
の
奥
深
い
謎
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
ス
ケ
ル
ツ
ォ
と
し
て
、
新
大
系
の
脚
注
に
対
す
る
批
評
を
、
第
三
章
に
挿
入
す
る
。
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は
じ
め
に
平
家
物
語
冒
頭
の
、
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り
。
娑
羅
双
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
衰
の
こ
と
は
り
を
あ
ら
は
す
は
、
余
り
に
有
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
謎
も
ま
た
、
多
い
。
例
え
ば
そ
の
前
文
の
意
味
が
、
従
来
常
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
訳
で
な
い
こ
と
は
、
研
究
史
を
繙
い
て
み
れ
ば
、
直
ち
に
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
意
外
に
も
今
日
説
明
さ
れ
る
、
そ
の
前
文
の
意
味
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
最
近
の
事
柄
に
属
し
、
昭
和
三
年
六
月
の
後
藤
丹
治
氏
に
よ
る
名
論
文
、「
平
家
物
語
難
語
考
㈠
」
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
は①
、
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
平
成
二
年
の
私
の
旧
稿
「
祇
園
精
舎
覚
書
｜
注
釈
、
唱
導
、
説
話
集
｜
」
は②
、
後
藤
氏
が
織
田
仏
教
大
辞
典
（
大
正
６
一
九
一
七
年
）
を
参
照
し
て
明
ら
か
と
さ
れ
た
、
そ
の
前
文
の
例
え
ば
、
平
家
物
語
往
生
要
集
祇
寺
図
経
と
い
う
引
用
関
係
の
背
景
と
し
て
、
当
時
の
人
々
が
そ
の
一
文
の
意
味
を
理
解
す
る
前
提
と
な
る
、
古
代
中
世
の
手
習
い
歌
た
る
、
色
葉
歌
の
注
釈
を
始
め
と
し
て
、
唱
導
、
注
釈
、
説
話
集
の
重
層
的
な
地
平
に
お
け
る
往
生
要
集
、
祇
寺
図
経
等
の
多
様
な
引
用
、
享
受
の
存
し
た
こ
と
を
、
述
べ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
併
せ
て
、
後
文
の
娑
羅
双
樹
の
花
の
色
が
、
白
を
含
意
す
る
如
く
、
そ
の
前
文
も
白
を
含
意
し
よ
う
こ
と
の
論
拠
と
し
て
、
中
有
一
堂
但
以
白
銀
、
四
面
白
廊
白
華
充
満
、
画
白
骨
状
無
処
不
有
…
…
院
有
八
鐘
、
四
白
銀
四
頗
梨
、
銀
鐘
在
院
四
角
、
起
台
置
之
、
頗
黎
鐘
者
在
無
常
堂
四
隅
…
…
（
祇
寺
図
経
下
）
と
い
う
本
文
を
、
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
後
述
）。
今
、
後
藤
氏
の
明
ら
か
と
さ
れ
た
、
平
家
物
語
往
生
要
集
祇
寺
図
経
と
い
う
引
用
関
係
の
各
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
要
集
、
図
経
の
本
文
は
、
共
に
大
正
蔵
経
に
拠
る
）。
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り
（
平
家
）
→
或
復
大
経
云
、
諸
行
無
常
、
是
生
滅
法
、
生
滅
滅
已
、
寂
滅
為
楽
已
上
。
祇
園
寺
無
常
堂
四
隅
、
有
頗
梨
鐘
。
鐘
音
中
亦
説
此
。
病
僧
聞
音
苦
悩
即
除
、
得
清
涼
楽
、
如
入
三
禅
垂
生
浄
土
（
要
集
）
→
西
塞
名
無
常
院
。
中
有
一
堂
…
…
頗
黎
鐘
者
在
無
常
堂
四
隅
…
…
音
中
亦
説
諸
行
無
常
是
生
滅
法
、
生
滅
滅
已
寂
滅
為
楽
。
病
僧
聞
音
苦
悩
即
除
得
清
涼
楽
、
如
入
三
禅
垂
生
浄
土
（
図
経
）
右
の
往
生
要
集
の
本
文
は
、
仮
に
大
正
蔵
経
に
拠
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
「
祇
園
寺
無
常
堂
…
…
垂
生
浄
土
」
の
三
十
九
字
分
は
、
源
信
110
が
祇
寺
図
経
を
引
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
往
生
要
集
に
お
け
る
そ
の
引
用
は
、
往
生
要
集
諸
本
に
よ
っ
て
、
そ
の
引
用
の
見
え
る
も
の
と
、
見
え
な
い
も
の
と
の
二
つ
の
系
統
が
あ
り
、
祇
寺
図
経
の
引
用
が
あ
る
諸
本
を
留
和
本
、
引
用
の
な
い
諸
本
を
遣
宋
本
と
称
し
て
い
る
。
さ
て
、
後
藤
氏
の
明
ら
か
と
さ
れ
た
、
平
家
物
語
の
前
文
の
引
用
関
係
に
つ
い
て
は
、
㈠
往
生
要
集
の
問
題
㈡
祇
寺
図
経
の
問
題
と
い
う
、
レ
ヴ
ェ
ル
の
異
な
る
二
つ
の
問
題
を
、
慎
重
に
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
と
言
う
の
も
、
㈠
、
㈡
の
ど
ち
ら
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
解
釈
す
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
前
文
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り
」
の
意
味
す
る
所
が
、
大
き
く
異
な
っ
て
来
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
前
文
こ
そ
は
従
来
、
平
家
物
語
の
主
題
た
る
、
無
常
観
を
表
出
し
た
部
分
と
さ
れ
る
、
極
め
て
重
要
な
も
の
だ
が
、
例
え
ば
無
常
観
の
具
体
的
な
内
容
に
関
し
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
考
え
よ
う
と
す
る
時
、
㈠
、
㈡
ど
ち
ら
の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
見
る
か
ら
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
全
く
違
う
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
近
代
に
お
け
る
本
格
的
な
前
文
の
注
釈
は
、
御
橋
悳
言
氏
『
平
家
物
語
略
解
』
（
昭
和
４
年
）
あ
た
り
を
嚆
矢
と
し
よ
う
が
（
往
生
要
集
の
本
文
を
上
げ
て
、「
…
…
と
あ
る
に
依
り
て
書
け
り
」
と
し
、
さ
ら
に
「
祇
園
図
経
下
に
出
で
た
り
」
と
し
て
、
そ
の
本
文
を
書
下
し
、
引
用
し
て
い
る
）、
最
近
の
そ
の
注
釈
を
一
、
二
眺
め
て
み
よ
う
。
例
え
ば
平
成
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
語
』
上
に
は
、
そ
の
〔
祇
園
精
舎
の
〕
西
北
隅
に
無
常
堂
が
あ
り
、
収
容
さ
れ
た
病
僧
が
臨
終
を
迎
え
る
と
、
そ
の
四
隅
の
玻
璃
と
白
銀
の
八
つ
の
鐘
が
自
然
に
鳴
っ
て
諸
行
無
常
の
を
示
し
そ
の
苦
を
和
ら
げ
た
と
い
う
と
あ
り③
、
或
い
は
、
平
成
五
年
刊
行
の
三
弥
井
古
典
文
庫
の
『
平
家
物
語
』
上
に
は
、
祇
園
精
舎
内
の
病
僧
を
収
容
す
る
無
常
堂
の
鐘
は
、
病
僧
臨
終
の
時
に
自
然
に
鳴
り
、「
諸
行
無
常
、
是
生
滅
法
、
生
滅
滅
已
、
寂
滅
為
楽
」
の
を
唱
え
、
僧
は
そ
れ
を
聞
い
て
往
生
し
た
と
い
う
（『
往
生
要
集
』
な
ど
）
と
あ
る④
。
両
者
は
共
に
、
鐘
の
鳴
る
時
、
僧
（
病
僧
）
が
死
を
迎
え
る
と
、
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
線
部
）。『
略
解
』
以
降
の
近
代
の
そ
の
注
釈
は
、
両
者
と
同
様
に
、
病
僧
が
死
を
迎
え
る
と
解
釈
す
る
点
で
、
概
ね
一
定
し
て
い
る
。
両
者
の
内
、
後
者
は
、
往
生
要
集
を
上
げ
て
い
る
が
、
実
は
そ
の
解
釈
は
、
祇
寺
図
経
を
介
す
る
も
の
で
あ
り
、
祇
寺
図
経
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
（
前
者
も
同
じ
。
な
お
前
者
は
、
出
典
を
一
切
記
さ
な
い
が
、
そ
の
記
述
に
看
過
し
難
い
誤
り
の
あ
る
こ
と
は
、
後
で
触
れ
よ
う
）。
何
故
な
ら
、
往
生
要
集
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
は
、
病
僧
は
必
ず
し
も
死
ぬ
訳
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
上
掲
、
大
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正
新
脩
大
蔵
経
の
往
生
要
集
末
尾
文
の
訓
点
に
注
目
し
よ
う
。
そ
こ
に
は
、病
僧
聞
音
苦
悩
即
除
、
得
清
涼
楽
、
如
入
三
禅
垂
生
浄
土
と
あ
る
。
大
正
蔵
経
の
底
本
は
、
高
野
山
正
智
院
蔵
古
写
本
と
さ
れ
る
か
ら
、
訓
点
（
返
り
点
）
も
そ
れ
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
強
い
て
線
部
を
書
下
し
て
み
る
と
、
（
病
僧
音
を
聞
き
て
苦
悩
即
ち
除
こ
り
、
清
涼
の
楽
し
み
を
得
る
こ
と
）
三
禅
に
入
り
て
浄
土
に
生
を
垂
る
る
が
如
し
と
な
る
。
大
正
蔵
経
の
返
り
点
が
誤
り
な
ど
で
な
い
こ
と
は
、
例
え
ば
現
存
最
古
の
完
本
と
さ
れ
る
（
平
安
写
）、
最
明
寺
本
往
生
要
集
の
線
部
に
、
（
病
僧
音
を
聞
き
て
、
苦
悩
即
（
ち
）
除
コ
テ
、
清
涼
の
楽
を
得
（
る
）
こ
と
）
三
禅
に
入
り
て
浄
土
に
生
れ
む
と
垂
る
か
如
し
と
あ
り⑤
、
ま
た
、
伝
後
京
極
良
経
筆
と
言
わ
れ
る
、
浄
福
寺
本
仮
名
書
き
往
生
要
集
（
鎌
倉
写
）
の
下
記
線
部
に
、
（
や
ま
ひ
の
僧ソウ
こ
ゑ
を
き
ゝ
て
、
苦ク
悩ナウ
す
な
は
ち
の
そ
こ
り
て
、
す
ゝ
し
き
た
の
し
み
を
え
つ
）
三
禅ン
に
い
り
浄
土
シ
ウト
に
む
ま
れ
ん
と
す
る
か
こ
と
し
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら⑥
、
直
ち
に
明
ら
か
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ら
は
、
如
入
三
禅
、
垂
生
浄
土
の
「
如
」
を
、「
垂
生
浄
土
」
ま
で
掛
け
る
訓
法
で
あ
る
。
す
る
と
、
図一 祇園精舎図（戒壇図経より)
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そ
れ
は
、「
病
僧
が
鐘
の
音
を
聴
く
と
、
苦
し
み
が
忽
ち
消
え
て
、
清すがす々が
し
い
気
持
に
な
る
こ
と
は
、
恰
も
色
界
の
三
禅
天
に
上のぼ
り
、
浄
土
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
す
る
如
く
で
あ
っ
た
」
と
い
う
、
意
味
に
な
る
。
つ
ま
り
病
僧
は
、
気
持
が
清
々
し
く
な
り
こ
そ
す
れ
、
決
し
て
死
ん
で
は
い
な
い
訳
で
あ
る
。
従
っ
て
、
最
明
寺
本
等
の
往
生
要
集
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
解
釈
す
る
な
ら
、
そ
の
前
文
は
、
諸
行
無
常
を
強
調
、
提
示
す
る
の
み
で
、
僧
（
病
僧
）
の
死
を
含
意
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る⑦
。
そ
も
そ
も
祇
寺
図
経
を
引
く
、
往
生
要
集
の
当
箇
所
は
、
巻
上
の
大
文
第
一
「
厭
離
穢
土
」
の
結
章
た
る
、
第
七
「
惣
結
厭
相
」
の
内
に
当
た
っ
て
お
り
（
大
文
第
一
の
第
一
｜
第
六
は
、「
地
獄
」
｜
「
天
道
」
の
所
謂
、
六
道
を
説
く
）、
雪
山
（
諸
行
無
常
）
の
引
用
に
続
く
、
当
箇
所
の
前
に
は
、
後
文
「
盛
者
必
衰
」
句
を
有
す
る
四
非
常
（
四
無
常
。
仁
王
経
護
国
品
第
五
等
）
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る
な
ど
、
当
箇
所
は
本
来
、
源
信
が
諸
行
無
常
（
雪
山
）
の
こ
と
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
部
分
で
、
祇
園
精
舎
の
こ
と
や
僧
の
死
を
説
こ
う
と
す
る
所
な
の
で
は
な
い
。
そ
の
文
脈
か
ら
言
え
ば
、
最
明
寺
本
等
の
古
い
訓
法
は
、
大
変
分
か
り
易
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
贅
言
す
れ
ば
逆
に
、
祇
寺
図
経
に
従
っ
て
、
そ
こ
で
病
僧
が
死
ん
だ
と
す
る
な
ら
、
源
信
は
そ
の
こ
と
に
関
す
る
、
さ
ら
に
一
段
の
説
明
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
祇
寺
図
経
を
引
い
た
当
箇
所
は
、
説
話
的
に
非
常
に
面
白
く
、
後
世
注
目
さ
れ
た
部
分
だ
が
、
往
生
要
集
の
主
旨
か
ら
す
れ
ば
解
釈
上
、
上
記
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の
よ
う
に
聊
か
厄
介
な
問
題
を
孕
む
部
分
で
も
あ
っ
た
。
源
信
が
祇
寺
図
経
の
引
用
を
、
遣
宋
本
か
ら
削
除
す
る
に
至
っ
た
理
由
も
、
お
そ
ら
く
そ
の
辺
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
現
代
の
往
生
要
集
の
解
釈
も
前
述
、
平
家
物
語
の
近
代
の
注
釈
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
例
え
ば
東
洋
文
庫
版
の
訳
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る⑧
。
祇
園
寺
の
無
常
堂
の
四
隅
に
水
晶
で
つ
く
っ
た
鐘
が
か
か
っ
て
い
て
、
鐘
の
音
が
ま
た
こ
の
詩
句
を
響
か
せ
て
い
た
。
病
床
の
僧
が
、
こ
の
音
を
耳
に
す
る
と
、
苦
悩
は
た
だ
ち
に
消
え
さ
り
、
第
三
禅
天
に
の
ぼ
っ
た
よ
う
に
、
身
心
は
爽
快
に
な
っ
て
、
浄
土
に
生
れ
た
〔
と
い
わ
れ
る
〕
「
如
入
三
禅
」
の
「
如
」
は
、「
入
三
禅
」
に
掛
か
る
の
み
で
、「
垂
生
浄
土
」
ま
で
は
掛
か
っ
て
い
な
い
（
線
部
）。
即
ち
、
病
僧
は
、
死
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
他
の
往
生
要
集
の
訓
法
も
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
代
の
往
生
要
集
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
訓
法
も
、
元
を
辿
れ
ば
、
来
源
は
や
は
り
、
祇
寺
図
経
の
原
文
を
参
照
し
、
図
経
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
そ
れ
を
解
釈
す
る
こ
と
に
あ
る
と
見
て
良
い⑨
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
往
生
要
集
の
古
注
釈
に
お
い
て
、
例
え
ば
真
源
（
一
〇
六
四
｜
一
一
三
六
か
）
の
往
生
要
集
裏
書
な
ど
、
祇
寺
図
経
の
原
文
が
引
か
れ
て
い
る
か
ら
、
現
代
の
そ
の
訓
法
も
、
決
し
て
新
し
い
も
の
な
の
で
は
な
い
。
す
る
と
、
祇
寺
図
経
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
僧
の
死
を
言
う
、
平
家
物
語
の
前
文
の
解
釈
も
、
言
わ
ば
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
、
十
分
に
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
「
祇
園
精
舎
」
の
前
文
で
、
僧
の
死
を
言
い
、
「
娑
羅
双
樹
」
の
後
文
で
、
釈
迦
の
死
を
言
う
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
参考表一 両図経における祇園精舎諸院
祇
寺
図
経
１
南
面
三
門
、
中
央
大
門
、
東
西
二
門
（
①
）
２
大
門
之
東
、
自
分
七
院
（
⑤
）
３
東
門
之
東
、
自
分
九
院
（
③
）
４
大
門
之
西
、
又
有
七
院
（
④
）
５
西
門
之
西
、
自
分
六
院
（
②
）
自
上
已
来
、
総
有
二
十
九
院
６
〔
中
院
〕（
⑨
）
７
中
院
東
門
之
左
、
自
分
五
院
（
⑥
）
８
仏
院
之
東
、
自
分
六
所
（
⑦
）
９
大
院
西
巷
門
西
、
自
分
六
院
（
⑧
）
戒
壇
図
経
今
約
祇
樹
園
中
、
総
有
六
十
四
院
。
通
衢
大
巷
。
南
有
二
十
六
院
。
①
三
門
之
左
右
②
大
院
西
門
之
右
六
院
③
東
門
之
左
七
院
④
中
門
之
右
七
院
⑤
中
門
之
左
六
院
繞
仏
院
外
、
有
十
九
院
⑥
中
院
東
門
之
左
七
院
⑦
中
院
北
有
六
院
⑧
中
院
西
有
六
院
⑨
正
中
仏
院
之
内
、
有
十
九
所
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こ
の
よ
う
に
、
祇
寺
図
経
か
ら
前
文
を
解
釈
す
る
時
、
俄
に
気
に
な
る
の
は
、
祇
園
精
舎
に
お
け
る
無
常
院
の
位
置
と
、
そ
の
役
割
で
あ
る
。
図
一
は
、
祇
園
精
舎
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
関
中
創
立
戒
壇
図
経
に
拠
る
）。
な
お
同
じ
道
宣
の
著
作
な
が
ら
（
後
述
）、
祇
寺
図
経
と
戒
壇
図
経
に
お
い
て
は
、
祇
園
精
舎
諸
院
の
叙
述
の
順
序
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
（
両
図
経
に
つ
い
て
は
、
藤
善
眞
澄
氏
注
後
掲
書
参
照
）。
参
考
ま
で
に
、
両
図
経
に
お
け
る
祇
園
精
舎
諸
院
の
叙
述
順
序
を
、
対
照
さ
せ
て
示
せ
ば
、
参
考
表
一
の
よ
う
に
な
る
（
両
図
経
の
諸
院
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
｜
９
、
①
｜
⑨
の
通
し
番
号
を
付
す
。
は
、
両
図
経
間
の
対
応
を
表
わ
す
）。
ま
た
、
参
考
図
一
は
、
両
図
経
に
お
け
る
諸
院
の
叙
述
順
序
を
、
図
一
の
概
念
図
中
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
上
が
祇
寺
図
経
、
下
が
戒
壇
図
経
。
参
考
表
一
の
通
し
番
号
１
｜
９
、
①
｜
⑨
に
よ
る
。
参
考
図
一
の
図
中
の
は
、
諸
院
に
お
け
る
各
院
図
一
の
記
述
順
序
を
表
わ
す
）。
無
常
院
は
、
祇
園
精
舎
の
西
南
に
あ
り
（
図
一
は
、
上
が
南
）、
祇
寺
図
経
下
に
、「
大
院
西
巷
門
西
、
自
分
六
院
」
（
戒
壇
図
経
第
四
に
、「
中
院
西
有
六
院
」）
と
あ
る
、
南
の
第
一
院
に
当
た
る
（
参
考
図
一
、
９
⑧
）。
そ
し
て
、
無
常
院
ま
た
、
無
常
堂
は
、
祇
寺
図
経
に
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
施
設
で
あ
る
（
図
経
の
本
文
は
、
版
本
に
拠
る
。
末
尾
（
）
内
に
、
書
下
し
を
添
え
る
）。
西
塞
名
常
院
。
中
有
一
堂
、
但
以
白
銀
。
四
面
白
廊
、
白
華
充
満
、
画
白
骨
状
、
処
不
有
。
諸
欲
常
、
皆
挙
至
此
、
令
見
白
骨
諸
非
常
相
。
既
命
終
已
、
従
南
門
出
西
大
牆
之
西
門
。
一
切
常
、
皆
由
此
路
。
（
西
を
塞
ぐ
は
常
院
と
名
づ
く
。
中
に
一
堂
有
り
、
但た
だ
白
参考図一 両図経諸院の叙述順序
３
１
２７
６
８
５
４ ９
祇 寺図経
③
①
⑤⑥
⑨
⑦
②
④ ⑧
戒壇図経
北
南
西東
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銀
を
以
っ
て
す
。
四
面
の
白
廊
は
、
白
華
充
満
す
。
白
骨
の
状
を
画えが
く
こ
と
、
処
と
し
て
有
ら
ざ
る
し
。
諸
欲
は
常
に
し
て
、
皆
挙こぞ
り
て
此こ
こ
に
至
る
、
白
骨
の
諸
非
常
の
相
を
見
せ
し
む
。
既
に
命
終
し
已お
わ
れ
ば
、
南
門
よ
り
西
の
大
牆
の
西
門
を
出
づ
。
一
切
の
常
は
、
皆
此
の
路みち
に
由よ
る
）
無
常
院
ま
た
、
無
常
堂
は
、
一
種
の
終
末
期
療
養
施
設
で
あ
る
が
、
右
に
、「
諸
欲
常
、
皆
挙
至
此
…
…
既
命
終
已
、
従
南
門
出
西
大
牆
之
西
門
。
一
切
常
、
皆
由
此
路
」
と
あ
る
の
が
興
味
深
い
。
一
切
の
無
常
の
辿
る
「
此
路
」
は
、
無
常
院
の
南
門
か
ら
祇
園
精
舎
の
西
門
を
出
る
道
で
、
要
す
る
に
墓
所
へ
の
道
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
仏
も
僧
を
も
区
別
し
な
い
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
無
常
院
の
下
（
北
）
に
あ
る
諸
施
設
と
も
、
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
（
図
二
。
参
考
図
一
、
９
⑧
）。
無
常
院
の
北
の
第
二
院
は
、
聖
人
病
院
（
図
二
。
聖
人
病
坊
院
図
経
）
で
、
僧
の
病
院
、
第
三
院
は
、
仏
示
病
院
（
図
二
。
仏
病
坊
図
経
）
で
、
仏
の
病
院
で
あ
り
（
そ
の
北
に
は
、
さ
ら
に
食
堂
、
浴
室
、
ト
イ
レ
が
あ
る
）、
そ
れ
ら
の
施
設
は
、
僧
も
仏
も
病
み
且
つ
、
死
ぬ
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
や
が
て
無
常
院
へ
と
至
る
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
僧
や
仏
は
何
故
病
み
、
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
こ
の
こ
と
は
、
平
家
物
語
冒
頭
の
前
文
、
後
文
と
関
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
知
る
に
は
、
祇
寺
図
経
の
内
容
ま
た
、
そ
の
享
受
史
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
は
用
意
が
な
い
。
小
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
、
よ
り
基
礎
的
な
一
、
二
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
一
平
家
物
語
冒
頭
の
一
文
（
前
文
）
の
解
釈
に
、
㈠
往
生
要
集
㈡
祇
寺
図
経
と
い
う
、
二
つ
の
異
な
る
視
点
が
あ
り
得
る
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
㈠
は
、
例
え
ば
「
病
僧
臨
終
の
時
」（
三
弥
井
古
典
文
庫
）
と
さ
れ
る
な
ど
、
祇
園
精
舎
の
鐘
が
い
つ
鳴
る
か
、
の
問
題
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
㈡
祇
寺
図
経
の
問
題
は
、
誰
が
そ
れ
を
鳴
ら
す
の
か
、
と
い
う
風
に
対
比
さ
せ
る
こ
と
も
出
来
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
古
訓
を
め
ぐ
る
、
㈠
の
問
題
が
決
し
て
単
純
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
鐘
を
誰
が
鳴
ら
す
の
か
、
と
い
う
問
題
も
、
謎
に
満
ち
た
側
面
を
有
し
て
い
る
。
小
稿
は
、
そ
の
側
面
を
具
体
的
に
説
明
し
つ
つ
、
言
わ
ば
鐘
の
鳴
ら
し
手
の
問
題
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
祇
園
精
舎
の
鐘
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
鐘
な
の
だ
図二 無常院図
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ろ
う
か
。
鐘
と
言
え
ば
、
私
達
は
普
通
、
所
謂
釣つり
鐘がね
即
ち
、
梵
鐘
を
思
い
浮
べ
る
こ
と
が
多
い
が
、
ま
ず
祇
園
精
舎
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
印
度
に
あ
っ
た
寺
院
で
あ
る
。
次
い
で
、
そ
の
鐘
の
こ
と
を
記
す
、
㈡
祇
寺
図
経
は
、
中
国
に
お
い
て
撰
述
さ
れ
た
経
典
に
外
な
ら
な
い
。
祇
園
精
舎
の
鐘
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
二
つ
の
事
情
を
め
ぐ
り
、
是
非
と
も
念
頭
に
置
い
て
お
く
べ
き
事
柄
が
存
す
る
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
か
つ
て
渡
辺
照
宏
氏
が
、
祇
園
精
舎
に
鐘
楼
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
想
像
も
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
で
金
属
製
の
釣
鐘
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
記
録
に
さ
え
な
い
。
現
在
わ
が
国
は
じ
め
東
亜
の
諸
国
の
仏
教
寺
院
で
普
通
に
見
る
釣
鐘
は
、
中
国
で
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
銅
鐘
か
ら
発
達
し
た
も
の
で
、
仏
教
側
の
記
録
か
ら
見
る
と
南
北
朝
の
末
（
六
世
紀
中
頃
）
か
ら
寺
院
で
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
祇
園
精
舎
の
鐘
は
、
史
実
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
第
二
の
祇
寺
図
経
が
中
国
撰
述
の
経
典
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
、
そ
れ
は
唐
代
の
乾
封
二
（
六
六
七
）
年
、
道
宣
に
よ
っ
て
撰
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
密
接
な
関
わ
り
を
有
し
、
そ
の
鐘
は
、
中
国
の
鐘
と
捉
え
る
べ
き
こ
と
を
、
強
く
示
唆
し
て
い
る
。
次
い
で
、
二
つ
目
は
、
例
え
ば
坪
井
良
平
氏
が
、
梵
鐘
と
い
う
の
は
和
鐘
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
日
本
に
あ
る
朝
鮮
鐘
、
支
那
鐘
の
如
く
は
含
ま
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
祇
園
精
舎
の
鐘
が
所
謂
、
梵
鐘
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
そ
の
鐘
は
、
中
国
の
鐘
と
す
べ
き
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
中
国
の
そ
れ
は
、
一
般
に
鐘しようと
呼
ば
れ
る
も
の
が
古
く
、
大
き
さ
は
二
十
糎
程
で
、
取
手
の
付
い
た
ベ
ル
に
似
る
。
こ
れ
を
十
六
口
懸
け
る
と
、
楽
器
の
編
鐘
と
な
る
。
図
三
は
、
鐘
と
そ
の
部
分
名
称
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
に
も
、
日
本
の
梵
鐘
（
釣
鐘
）
に
似
た
も
の
が
あ
っ
て
（
支
那
鐘
と
呼
ば
れ
る
）、
下
縁
が
水
平
で
な
く
、
波
状
或
い
は
、
六
稜
、
八
稜
に
作
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
荷
葉
鐘
かようしよう
と
称
さ
れ
る
。
図
四
は
、
唐
代
の
景
雲
二
（
七
一
一
）
年
に
作
ら
れ
た
、
六
稜
の
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
祇
園
精
舎
の
鐘
は
、
印
度
の
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
や
梵
鐘
で
は
あ
り
得
な
い
。
私
達
の
先
入
観
を
、
ま
ず
払
拭
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
て
、
印
度
に
図三 鐘
117 祇園精舎覚書
お
い
て
実
際
に
祇
園
精
舎
を
発
掘
、
調
査
さ
れ
た
網
干
善
教
氏
は
、
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
」
と
い
い
ま
す
と
、
何
か
大
き
な
釣
鐘
を
連
想
す
る
人
が
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、
日
本
の
釣
鐘
の
よ
う
な
も
の
は
イ
ン
ド
に
あ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
例
の
道
宣
の
『
中
天
竺
舎
衛
国
祇
寺
図
経
』
の
中
に
出
て
き
ま
す
、
往
生
院
の
鐘
の
響
き
と
い
う
も
の
か
ら
ど
う
も
風
鈴
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
一
個
だ
け
音
の
す
る
も
の
が
出
て
き
ま
し
た
。
と
言
わ
れ
て
い
る
。
風
鈴
（
風
鐸
）
は
、
寺
院
の
軒
下
四
隅
な
ど
に
懸
け
る
大
鈴
で
、
確
か
に
説
得
力
の
あ
る
一
説
と
言
え
る
が
、
頗
梨
鐘
は
と
も
か
く
後
述
、
無
常
院
の
四
角
の
銀
鐘
は
、
祇
寺
図
経
の
本
文
に
、「
起
台
置
之
」
と
あ
る
か
ら
、
吊
る
す
も
の
で
は
な
い
し
、「
各
重
十
万
斤
」
と
言
う
か
ら
、
重
さ
が
六
〇
ト
ン
近
く
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
四
口
も
軒
下
に
懸
け
る
こ
と
は
、
一
寸
考
え
難
い
。
ま
た
、「
高
一
丈
二
尺
」（
三
・
七
三
米
）
の
銀
人
が
、
銀
槌
で
そ
れ
を
打
つ
と
す
る
の
で
、
明
ら
か
に
舌
も
な
く
、
網
干
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
風
鈴
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
鐘
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
後
程
、
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
、
祇
寺
図
経
の
こ
と
を
検
討
し
た
い
。
祇
寺
図
経
は
、
正
式
に
は
中
天
竺
舎
衛
国
祇
寺
図
経
（
道
宣
序
題
。
尾
題
「
華
大
夏
中
天
竺
舎
衛
国
祇
寺
図
経
」）
と
言
い
、
祇
桓
）
図
経
、
祇
園
図
経
等
と
も
称
さ
れ
る
（
園おん
は
、
おん
に
通
じ
る
。
に
は
、
カ
ン
の
音
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
桓
と
綴
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
）。
撰
者
は
、
南
山
律
宗
の
開
祖
と
さ
れ
る
唐
、
道
宣
（
五
九
六
｜
六
六
七
。
長
安
西
明
寺
の
上
座
を
勤
め
、
南
山
律
師
と
呼
ば
れ
る
）
で
、
祇
寺
図
経
二
巻
は
、
道
宣
が
先
行
す
る
北
斉
、
霊
祐
の
寺
、
聖
跡
記
（
共
に
逸
）
な
ど
を
参
看
し
つ
つ
、「
従
天
人
及
殊
聞
」
所
を
主
と
し
て
、
祇
園
精
舎
の
諸
伝
承
を
図
経
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
祇
寺
図
経
は
、
道
宣
の
最
晩
年
、
乾
封
二
（
六
六
七
）
年
春
に
律
相
感
通
伝
、
戒
壇
図
経
（
関
中
創
立
戒
壇
図
経
）
に
先
立
っ
て
著
さ
れ
、
浄
業
寺
の
戒
壇
設
立
を
め
ぐ
る
、
そ
れ
ら
三
書
に
密
接
な
関
連
の
存
す
る
こ
と
は
、
藤
善
眞
澄
氏
『
道
宣
伝
の
研
究
』
十
一
章
に
詳
し
い
。
我
が
国
に
律
宗
を
伝
え
た
鑑
真
は
、
そ
の
孫
弟
子
に
当
た
る
。
そ
の
祇
寺
図
経
は
、
智
証
大
師
円
珍
（
八
一
四
｜
八
九
一
。
八
五
三
｜
八
五
八
渡
唐
）
が
日
本
へ
将
来
し
た
も
の
図四 荷葉鐘（長安の鐘)
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で
唐
、
湛
誉
禅
師
の
元
和
元
（
八
〇
六
）
年
写
本
を
、
湛
誉
自
身
よ
り
授
け
ら
れ
、
元
慶
四
（
八
八
〇
）
年
に
跋
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
祇
寺
図
経
は
、
我
が
国
に
は
、
そ
れ
に
基
づ
く
版
本
が
残
さ
れ
る
が
、
中
国
に
お
い
て
早
く
に
散
逸
し
、
日
本
に
お
い
て
も
古
写
本
の
見
当
た
ら
な
い
（
落
合
俊
典
氏
御
教
示
）、
稀
書
に
属
し
て
い
る
。
そ
の
版
本
は
、
久
修
園
院
の
宗
覚
に
よ
る
、
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
十
二
月
の
序
に
よ
れ
ば
、
宗
覚
は
か
ね
て
よ
り
不
完
全
な
祇
寺
図
経
の
一
本
を
所
有
し
て
い
た
が
、
石
清
水
八
幡
宮
の
大
乗
院
（
八
幡
大
乗
院
、
神
宮
寺
）
に
身
を
寄
せ
て
い
た
折
、
比
丘
の
実
長
か
ら
、
大
乗
院
の
経
坊
に
祇
寺
図
経
の
完
全
な
古
写
本
が
存
し
て
お
り
、
そ
れ
を
刊
行
す
る
た
め
の
、
序
文
を
請
わ
れ
た
と
言
う
（
当
序
文
は
、
宗
覚
の
久
修
園
集
下
に
も
収
め
ら
れ
る
）。
ま
た
、
大
乗
院
主
の
比
丘
乗
春
に
よ
る
、
同
年
十
月
の
跋
に
は
、
乗
春
が
そ
れ
を
「
憤
鏤
」
し
よ
う
と
し
た
こ
と
や
、
第
疑
猶
間
有
三
巳
之
訛
。
雖
然
他
本
難
得
、
不
能
訂
正
焉
。
祖
意
難
量
、
不
能
改
削
焉
。
故
和
点
有
亦
不
決
也
。
敢
期
後
君
子
云
と
、
そ
の
本
文
に
疑
わ
し
い
点
の
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
宗
覚
（
一
六
三
九
｜
一
七
二
〇
）
は
、
西
大
寺
流
の
真
言
律
僧
で
、
延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
の
乗
春
の
勧
め
に
よ
り
、
翌
年
に
河
内
楠
葉
（
枚
方
市
）
の
久
修
園
院
に
移
り
住
み
、
そ
の
中
興
の
祖
と
仰
が
れ
る
。
久
修
園
院
は
以
後
、
近
世
仏
教
の
戒
律
復
興
に
お
け
る
、
四
大
僧
坊
の
一
に
発
展
し
た
。
祇
寺
図
経
の
古
写
本
を
伝
え
た
大
乗
院
は
、
京
阪
八
幡
駅
前
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
寺
院
で
、
白
河
院
の
勅
を
受
け
た
、
石
清
水
八
幡
宮
別
当
頼
清
に
よ
り
、
別
当
家
の
紀
氏
の
氏
寺
と
し
て
、
寛
治
二
（
一
〇
八
八
）
年
に
建
立
さ
れ
た
（
明
治
元
年
に
廃
寺
と
な
る
）。
大
乗
院
は
そ
の
後
、
亀
山
院
の
命
に
よ
り
、
西
大
寺
を
再
興
し
真
言
律
宗
を
立
て
た
叡
尊
（
一
二
〇
一
｜
一
二
九
〇
）
に
与
え
ら
れ
て
、
西
大
寺
流
化
し
、
近
世
に
は
律
家
五
箇
寺
朱
印
組
の
一
と
称
さ
れ
た
。
西
大
寺
蔵
八
幡
大
乗
院
旧
記
に
は
、
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
七
月
の
文
書
に
、「
大
乗
院
住
持
比
丘
／
乗
春
」
の
名
が
、
ま
た
、
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
七
月
の
文
書
に
は
、
「
乗
春
房
」
と
共
に
、「
大
乗
律
院
住
持
／
比
丘
実
長
」
の
名
が
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
書
の
「
大
乗
院
什
物
之
覚
写
」
に
は
、
「
一
、
書
物
箪
司
拾
七
。
一
、
経
箱
五
ツ
…
…
一
、
律
部
五
箱
」
な
ど
、
大
乗
院
の
蔵
書
を
示
す
記
述
が
あ
り
、
逸
書
祇
寺
図
経
の
伝
来
の
様
子
を
、
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
さ
て
、
中
国
に
お
い
て
南
山
律
宗
を
開
い
た
道
宣
の
祇
寺
図
経
が
、
我
が
国
の
南
都
六
宗
の
律
宗
の
流
れ
を
汲
む
、
真
言
律
宗
の
西
大
寺
叡
尊
の
石
清
水
八
幡
宮
大
乗
院
や
、
同
宗
の
久
修
園
院
に
伝
え
ら
れ
、
版
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
日
に
そ
の
本
文
が
残
さ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
意
義
深
い
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
久
修
園
院
に
は
、
平
家
物
語
六
「
祇
園
女
御
」
に
述
べ
ら
れ
た
、
山
蔭
中
納
言
譚
を
内
容
と
す
る
、
久
修
園
院
縁
起
が
伝
わ
る
こ
と
も
興
味
深
い
（
以
上
、
筒
井
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大
祐
君
の
教
示
に
よ
る
）。
さ
て
、
そ
の
乗
春
の
跋
文
に
は
、
注
目
す
べ
き
点
が
幾
つ
か
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
或
曰
、
此
経
也
、
寓
言
鬼
神
、
而
其
説
甚
怪
也
。
誰
敢
容
焉
と
あ
る
、
批
判
を
上
げ
て
お
き
た
い
。
そ
の
批
判
は
、
祇
寺
図
経
に
対
す
る
、
基
本
的
な
理
解
に
関
わ
る
も
の
だ
ろ
う
。
祇
寺
図
経
は
、
そ
も
そ
も
道
宣
の
序
文
に
、「
有
従
天
人
及
殊
聞
」
と
記
す
如
く
、
単
な
る
事
実
を
述
べ
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
同
じ
序
文
に
、
干
宝
捜
神
之
録
、
劉
慶
幽
明
之
、
祖
台
志
怪
之
書
、
王
冥
祥
之
記
…
…
異
述
異
之
作
、
冥
報
顕
報
之
書
と
所
謂
、
志
怪
（
斉
諧
に
同
じ
。
怪
談
の
記
録
）
に
言
及
の
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
く
（
晋
、
干
宝
撰
捜
神
記
、
宋
、
劉
義
慶
撰
幽
明
録
、
晋
、
祖
台
之
撰
志
怪
書
、
斉
、
王
撰
冥
祥
記
及
び
、
隋
、
侯
白
撰
異
記
、
斉
、
祖
沖
之
撰
梁
、
任
昉
撰
述
異
記
、
唐
、
唐
臨
撰
冥
報
記
顕
報
之
書
、
未
詳
を
指
す
）、
祇
寺
図
経
は
、
言
わ
ば
志
怪
と
し
て
、
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ぬ
祇
園
精
舎
の
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
す
る
、
特
質
を
持
つ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
祇
寺
図
経
の
本
文
と
し
て
一
般
に
知
ら
れ
る
の
は
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
四
十
五
巻
（
大
正
蔵
、
一
八
九
九
）
所
収
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
底
本
が
大
日
本
続
蔵
経
（
卍
続
蔵
、
二
・
一
〇
・
一
）
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
、
不
思
議
に
も
余
り
注
意
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
し
て
、
卍
続
蔵
所
収
の
そ
れ
は
、
版
本
を
底
本
と
す
る
が
、
と
も
あ
れ
活
字
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
字
一
句
を
問
題
と
す
る
に
は
、
余
程
の
注
意
を
必
要
と
す
る
。
版
本
（
原
図五 祇 寺図経下（無常院)
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本
）
自
身
に
も
既
に
疑
わ
し
い
点
の
存
す
る
こ
と
は
上
記
、
乗
春
の
跋
文
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
例
え
ば
版
本
巻
下
、
第
二
十
二
丁
裏
（
３
行
目
）、
医
方
之
院
の
（
参
考
図
一
、
８
⑦
）、
坊
中
有
銅
鈴
、
状
如
菱
角
、
可
受
三
斗
の
「
菱
角
」
を
、
卍
続
蔵
（
23
丁
裏
上
段
）
は
、「
麥
角
」
に
誤
刻
し
て
い
る
（
大
正
蔵
893
頁
中
段
、
国
書
刊
行
会
版
卍
続
蔵
381
頁
上
段
も
同
じ
）。
こ
れ
は
、
菱
の
俗
字
、
麦
を
麦
麥
）
に
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
大
正
蔵
の
祇
寺
図
経
の
本
文
は
こ
の
よ
う
に
、
原
本
の
み
な
ら
ず
翻
字
の
段
階
に
お
け
る
、
誤
り
が
幾
重
に
も
増
幅
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
解
釈
に
正
確
を
期
す
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
も
版
本
に
就
く
必
要
が
出
て
来
る
が
、
そ
の
版
本
も
ま
た
、
極
め
て
稀
に
属
し
て
い
る
。
そ
の
事
情
を
鑑
み
る
時
、
渡
辺
貞
麿
氏
が
か
つ
て
、
祇
寺
図
経
の
版
本
（
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
）
の
影
印
を
企
て
ら
れ
た
こ
と
は
（『
仏
教
文
学
研
究
』
２
期
２
）、
非
常
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
該
誌
が
そ
こ
で
終
刊
を
迎
え
、
上
巻
の
み
の
刊
行
に
留
ま
っ
て
、
遂
に
下
巻
の
公
刊
の
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
大
変
に
惜
し
ま
れ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
佛
教
大
学
図
書
館
に
は
、
二
本
の
祇
寺
図
経
の
版
本
が
所
蔵
さ
れ
る
。
小
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
版
本
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
（
渡
辺
氏
の
か
つ
て
の
遺
志
を
継
ぎ
、
近
く
極
楽
寺
旧
蔵
本
祇
寺
図
経
の
影
印
、
翻
刻
を
公
刊
し
た
く
思
う
）。
図
五
に
示
す
の
は
、
祇
寺
図
経
下
、
無
常
院
の
版
本
原
文
（
極
楽
寺
旧
蔵
本
23
、
24
丁
）
で
あ
る
。
二
こ
こ
で
、
祇
園
精
舎
の
無
常
院
を
め
ぐ
る
、
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㈡
祇
寺
図
経
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
巻
下
の
版
本
原
文
は
前
掲
、
図
五
の
如
く
だ
が
、
そ
の
翻
刻
と
書
下
し
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
翻
刻
に
際
し
、
句
読
点
と
返
り
点
を
補
う
返
り
点
、
送
り
仮
名
は
、
必
ず
し
も
版
本
に
従
う
訳
で
は
な
い
。
漢
字
は
、
通
行
の
字
体
を
用
い
る
）。
書
下
し
文
に
は
、
簡
単
な
注
を
付
す
（
注
は
、
該
当
箇
所
に
一
、
二
…
の
漢
数
字
を
用
い
、
末
尾
に
一
括
し
て
掲
げ
る
）。
祇
寺
図
経
下
、
無
常
院
大
院
西
巷
門
西
、
自
分
六
院
。
南
第
一
院
、
開
於
三
門
。
西
塞
名
常
院
。
中
有
一
堂
、
但
以
白
銀
。
四
面
白
廊
、
白
華
充
満
。
画
白
骨
状
、
処
不
有
。
諸
欲
常
、
皆
挙
至
此
。
令
見
白
骨
諸
非
常
相
。
既
命
終
已
、
従
南
門
出
西
大
牆
之
西
門
。
一
切
常
、
皆
由
此
路
。
院
有
八
鐘
、
四
白
銀
四
頗
梨
。
銀
鐘
在
院
四
角
、
起
台
置
之
。
頗
黎
鐘
者
、
在
常
堂
四
隅
。
銀
鐘
四
口
、
各
重
十
万
斤
。
形
如
須
弥
、
九
竜
盤
遶
╲
異
ニ
ナ
シ
壇
。
鍾
鼻
在
台
上
、
仰
銀
蓮
華
中
。
一
一
鐘
辺
、
一
白
銀
人
戴
天
冠
、
摩
尼
宝
王
在
頂
上
。
高
一
丈
二
尺
、
手
執
銀
槌
。
比
丘
将
逝
、
四
角
銀
人
、
一
時
打
鐘
。
音
中
所
説
、
諸
仏
入
涅
槃
法
。
他
化
天
人
聞
此
鐘
、
天
童
将
白
華
幡
来
、
下
供
養
比
丘
死
屍
。
兜
率
諸
天
、
便
持
天
中
十
六
種
花
、
下
投
院
中
。
是
病
比
丘
、
聞
於
鐘
声
、
不
失
本
心
、
得
生
善
道
。
其
頗
梨
鐘
、
形
如
腰
鼓
。
鼻
有
一
金
毘
侖
、
乗
金
師
子
、
手
執
白
払
。
病
僧
気
将
大
漸
、
是
金
毘
侖
、
口
説
常
苦
空
我
。
手
挙
白
払
、
鍾
即
自
鳴
。
音
中
亦
説
、
諸○
行○
○
常○
、
是○
生○
滅○
法○
、
生○
滅○
滅○
已○
、
寂○
滅○
為○
楽○
。
病○
僧○
聞○
音○
、
苦○
悩○
即○
除○
、
得○
清○
涼○
楽○
、
如○
入○
三○
禅○
、
垂○
生○
浄○
土○
。
若
大
徳
人
、
四
頗
梨
鐘
腹
、
放
大
光
明
。
光
中
所
説
、
菩
薩
六
度
。
病
人
見
光
、
生
諸
仏
国
。
而
是
鐘
光
随
亡
神
、
往
所
生
之
処
。
奪
日
月
光
、
弊
諸
天
光
。
上
銀
鐘
者
、
帝
釈
所
造
。
頗
梨
鐘
者
、
月
天
子
所
造
。
其
声
所
至
、
百
億
世
界
。
至
仏
滅
後
、
二
鐘
上
去
、
各
還
本
土
大
院
の
西
巷
門
の
西
は
、
自
ず
か
ら
六
院
に
分
か
る
。
南一
の
第
一
院
は
、
三
門
に
開
く
。
西
を
塞
ぐ
は
常
院
と
名
づ
く
。
中二
に
一
堂
有
り
、
但た
だ
白
銀
を
以
っ
て
す
。
四
面
の
白
廊
は
、
白
華
充
満
す
。
白
骨
の
状
を
画えが
く
こ
と
、
処
と
し
て
有
ら
ざ
る
し
。
諸
欲
は
常
に
し
て
、
皆
挙こぞ
り
て
此こ
こ
に
至
る
、
白
骨
の
諸
非
常
の
相
を
見
せ
し
む
。
既
に
命
終
し
已お
わ
れ
ば
、
南
門
よ
り
西
の
大
牆
の
西
門
を
出
づ
。
一
切
の
常
は
、
皆
此
の
路みち
に
由よ
る
。
院
に
八
鐘
有
り
、
四
は
白
銀
四
は
頗は
三
梨り
。
銀
鐘
は
院
の
四四
角
に
在
り
、
台五
を
起た
て
之これ
を
置
く
。
頗
黎
鐘
は
、
常
堂
の
四
隅
に
在
り
。
銀
鐘
四
口
は
、
各おの
お
の
重
さ
十六
万
斤
。
形
は
須しゆ
七
弥み
の
如
く
、
九八
竜
壇
を
盤わだかま
り
遶めぐ
る
。
鍾九
の
鼻
は
台
の
上
に
在
り
、
銀
蓮
華
中
を
仰
ぐ
。
一いち
一いち
の
鐘
辺
に
、
一
白
銀
人
天一〇
冠
を
戴
き
、
摩一一
尼
宝
王
頂
上
に
在
り
。
高一二
さ
一
丈
二
尺
、
手
に
銀
槌
を
執
る
。
比一三
丘
の
将まさ
に
逝
か
ん
と
す
る
に
、
四
角
の
銀
人
、
一
時
に
鐘
122
を
打
つ
。
音
中
に
説
く
所
は
、
諸
仏
涅
槃
に
入
る
の
法
な
り
。
他一四
化
天
人
此
の
鐘
を
聞
き
、
天
童
白
華
の
幡ばん
を
将も
ち
来
た
り
、
下くだ
り
て
比
丘
の
死
屍
を
供
養
す
。
兜
一
五
と
率そつ
の
諸
天
、
便すなわ
ち
天
中
の
十
六
種
花
を
持
ち
、
院
中
に
下くだ
し
投
ぐ
。
是こ
の
病
む
比
丘
、
鐘
の
声
を
聞
き
、
本一六
心
を
失
わ
ず
、
善
道
に
生
ず
る
を
得
。
其そ
の
頗
梨
鐘
、
形
腰一七
鼓
の
如
し
。
鼻一八
に
一
金一九
毘
侖
有
り
、
金
師
子
に
乗
り
て
、
手
白びやく
二
〇
払ほつ
を
執
る
。
病二一
僧
の
気
将
に
大二二
い
に
漸すす
ま
ん
と
す
る
に
、
是
の
金
毘
侖
、
口
に
二
三
常
・
苦
・
空
・
我
を
説
く
。
手
白
払
を
挙
ぐ
れ
ば
、
鍾かね
二
四
即
ち
自
ず
と
鳴
る
。
音二五
中
に
も
亦また
説
く
、
諸二六
行
常
、
是
生
滅
法
、
生
滅
滅
已
、
寂
滅
為
楽
と
。
病
僧
音
を
聞
き
、
苦
悩
即
ち
除
こ
り
、
清
しよう
涼りよう
の
楽
し
み
を
得
る
こ
と
、
三二七
禅
に
入
る
が
如
く
し
て
、
浄二八
土
に
垂すい
生しよう
す
。
若も
し
大
徳
の
人
な
ら
ば
、
四
の
頗
梨
鐘
の
腹二九
、
大
光
明
を
放
つ
。
光
中
に
説
く
所
は
、
菩
薩
の
六三〇
度
な
り
。
病
人
光
を
見
、
諸
仏
国
に
生
ず
。
而しこうし
て
是これ
鐘
光
の
亡
神
に
随
い
、
所
生
の
処
に
往
く
。
日にち
月がつ
の
光
を
奪
い
、
諸
天
の
光
を
弊おお
う
。
上
の
銀
鐘
は
、
帝三一
釈
の
造
る
所
な
り
。
頗
梨
鐘
は
、
月三二
天
子
の
造
る
所
な
り
。
其
の
声
の
至
る
所
は
、
百
億
世
界
な
り
。
仏
滅
の
後
に
至
り
、
二
鐘
は
上のぼ
り
去
っ
て
、
各
お
の
本
土
に
還
る
。
注一
、
前
に
「
大
院
西
巷
門
西
、
自
分
六
院
」
と
あ
る
、
六
院
の
内
の
「
南
第
一
院
」
が
無
常
院
な
の
で
、
無
常
院
は
、
祇
園
精
舎
全
体
の
西
南
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
（
所
謂
、
裏
鬼
門
。
図
一
、
二
参
照
）。
二
、
無
常
院
の
中
に
一
つ
の
堂
が
あ
る
意
。
従
っ
て
、
無
常
院
と
無
常
堂
は
、
別
の
建
物
で
あ
る
。
三
、
頗
梨
は
、
玻は
璃り
で
、
水
晶
の
こ
と
。
四
、
四
つ
の
角かど
で
、
建
物
の
隅すみ
の
外
側
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
角
に
は
、
す
み
（
隅
）
の
意
味
も
あ
る
。
五
、
銀
鐘
は
、「
起
台
置
之
」
と
あ
る
か
ら
、
釣
鐘
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
注
九
参
照
。
六
、
十
万
斤
は
、
唐
の
一
斤
が
、
五
九
六
・
八
二
グ
ラ
ム
な
の
で
、
約
六
十
ト
ン
（
五
九
・
六
八
二
ト
ン
）
と
な
る
。
七
、
須
弥
は
、
須
弥
山
。
仏
教
に
お
い
て
、
世
界
の
中
心
に
あ
る
と
さ
れ
る
山
。
図
六
参
照
（
望
月
仏
教
大
辞
典
「
須
弥
山
」
に
拠
る
）。
八
、
版
本
「
壇
」
字
の
右
に
、「
異
ニ
ナ
シ
」
の
異
本
注
記
が
あ
る
（
図
五
参
照
）。
壇
は
、
銀
鐘
を
置
い
た
台
の
上
部
で
あ
ろ
う
（
注
五
参
照
）。
従
っ
て
、
銀
鐘
の
置
か
れ
た
台
の
上
部
を
、
九
竜
が
塒とぐろ
を
巻
い
て
旋めぐ
る
意
。
異
本
に
よ
れ
ば
、
銀
鐘
自
体
を
九
竜
が
旋
る
こ
と
に
な
図六 須弥山図
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。
九
、
鍾
は
、
鐘
に
同
じ
。
鼻
は
、
取とつ
手て
、
鈕つま
み
の
こ
と
で
（
鼻
鈕
びちゆう
、
鈕
鼻
の
語
が
あ
る
）、
梵
鐘
（
支
那
鐘
）
で
言
え
ば
、
竜
頭
りゆうず
（
図
七
参
照
）
に
該
当
す
る
が
、「
鍾
鼻
在
台
上
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
は
、
竜
頭
と
は
考
え
に
く
い
。
銀
鐘
（
ま
た
、
頗
梨
鐘
）
は
、
釣
鐘
で
は
あ
り
得
ず
（
注
五
参
照
）、
銀
人
が
銀
槌
で
「
打
鐘
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
叩
たたき
鉦がね
即
ち
、
平ひら
鉦がね
、
伏ふせ
鉦がね
の
一
種
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
（
図
八
参
照
。
十
巻
本
和
名
抄
五
「
金
鼓
」
に
、「
比
良
加
禰
」
等
と
見
え
る
）、
叩
鉦
の
胴
体
部
が
例
え
ば
須
弥
山
の
如
く
に
（
図
六
参
照
）、
細
く
括くび
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
こ
の
場
合
の
鼻
は
、
出
っ
張
り
（
脚
。
叩
鉦
に
は
三
本
の
脚
が
付
く
）
の
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
「
仰
銀
蓮
華
中
」
と
は
、
脚
が
台
の
上
の
銀
蓮
華
の
中
に
あ
っ
て
、
上
方
に
向
か
い
反
っ
て
い
た
こ
と
を
言
う
か
（
図
七
は
、
坪
井
氏
注
前
掲
書
、
第
５
図
（
26
頁
）、
図
八
は
、
小
学
館
版
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
「
伏
鉦
」
に
拠
る
。
以
上
は
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。
教
示
を
乞
う
）
一
〇
、
天
冠
は
、
秀
れ
た
冠
。
天
は
、
人
間
の
も
の
で
は
な
い
意
。
例
え
ば
観
無
量
寿
経
第
十
観
音
観
に
お
い
て
は
、
観
世
音
菩
薩
が
頂
上
に
びりよう
伽が
摩ま
尼に
宝ほう
（
珠
の
名
）
を
天
冠
と
し
て
い
る
。
一
一
、
摩
尼
宝
王
は
、
摩
尼
宝
珠
王
で
、
如
意
珠
王
（
観
無
量
寿
経
第
五
宝
池
観
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
摩
尼
（
宝
珠
）
は
、
玉
の
総
称
で
、
如
意
珠
の
こ
と
。
王
は
、
最
勝
の
意
。
一
二
、
銀
人
の
身
長
を
言
う
。
一
丈
は
十
尺
で
、
唐
代
の
一
尺
は
、
三
一
・
一
糎
だ
か
ら
、
一
丈
二
尺
は
、
約
四
米
（
三
・
七
三
二
米
）。
一
三
、
比
丘
（
病
比
丘
）
は
、
後
出
の
僧
（
病
僧
）
と
は
異
な
る
。
注
二
一
参
照
。
一
四
、
他た
化け
天てん
人にん
は
、
他
化
自
在
天
の
こ
と
。
三
界
（
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
）
に
お
け
る
欲
界
中
の
天
（
六
欲
天
）
の
、
最
上
に
当
た
る
第
六
天
の
天
人
。
一
五
、
兜
率
は
、
兜と
率そつ
天てん
の
こ
と
で
、
天
の
六
欲
天
の
第
四
、
須
弥
山
上
の
夜や
摩ま
天てん
の
上
に
あ
る
。
一
六
、
病
比
丘
が
無
常
院
の
銀
鐘
の
声
の
説
く
、「
諸
仏
入
涅
槃
法
」
を
聞
き
、
臨
終
図七 竜頭（梵鐘)
図八 叩鉦
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に
正
念
を
失
わ
ず
、
善
道
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
出
来
る
の
意
。
所
謂
臨
終
正
念
を
言
う
が
、
こ
れ
は
、
無
常
堂
の
頗
梨
鐘
の
説
く
、「
諸
行
無
常
」
以
下
の
雪
山
を
聴
く
、
病
僧
の
ケ
ー
ス
と
は
異
な
る
。
注
二
一
参
照
。
一
七
、
腰
鼓
は
、
細
腰
鼓
（
腰
の
細
い
鼓
）
と
も
言
う
。
首
か
ら
紐
で
懸
け
、
腰
の
上
、
腹
の
前
で
撃
つ
鼓
。
図
九
は
、
三
十
三
間
堂
の
二
十
八
部
衆
（
千
手
観
音
の
眷
属
）
の
一
、
緊
那
羅
王
（
楽
神
）
の
持
つ
腰
鼓
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
鎌
倉
時
代
作
。『
二
十
八
部
衆
京
都
・
妙
法
院
三
十
三
間
堂
』
魅
惑
の
仏
像
25
、
毎
日
新
聞
社
、
平
成
５
年
に
拠
る
）。「
形
如
腰
鼓
」
と
は
、
要
す
る
に
須
弥
山
の
形
を
し
た
（
図
六
参
照
）、
銀
鐘
と
同
じ
形
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
、
鼻
は
、
注
九
参
照
。
無
常
堂
の
頗
梨
鐘
も
、
叩
鉦
と
考
え
る
と
、
鼻
は
、
や
は
り
出
っ
張
り
（
脚
）
で
、
そ
の
上
に
、
金
師
子
に
乗
っ
た
「
金
毘
侖
」
が
い
る
の
が
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
、
金こん
毘び
侖ろん
は
、
未
詳
。
現
行
版
本
に
誤
写
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
二
〇
、
白
払
は
、
白
い
毛
の
払ほつ
子す
。
払
子
は
、
房
の
付
い
た
法
具
で
、
蚊
を
遣
る
た
め
の
も
の
と
さ
れ
る
。
二
一
、
祇
寺
図
経
に
お
い
て
は
、
比
丘
（
病
比
丘
）
が
無
常
院
に
収
容
さ
れ
、
僧
（
病
僧
）
が
無
常
堂
に
収
容
さ
れ
る
と
し
て
、
収
容
先
を
院
と
堂
と
の
二
箇
所
に
分
け
、
比
丘
と
僧
と
の
間
に
、
明
確
な
区
別
の
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
比
丘
と
僧
は
現
在
、
殆
ど
同
義
に
扱
わ
れ
て
い
る
が
本
来
、
そ
れ
ら
は
指
す
も
の
が
違
う
。
即
ち
、
比
丘
は
、
出
家
し
て
具
足
戒
を
受
け
た
者
を
言
い
、
僧
は
、
比
丘
の
集
団
、
教
団
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
道
宣
は
、
は
っ
き
り
と
そ
の
違
い
を
踏
ま
え
、
祇
寺
図
経
の
本
文
を
書
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
そ
の
こ
と
を
少
し
、
検
討
し
よ
う
。
道
宣
の
僧
、
比
丘
の
認
識
を
探
る
に
は
、
多
岐
に
亙
る
道
宣
の
教
学
の
内
、
特
に
そ
の
律
学
を
、
一
瞥
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
さ
て
、
僧
は
、
僧
伽
（
サ
ン
ガ
）
の
こ
と
で
、
衆
と
訳
さ
れ
る
梵
語
よ
り
起
こ
る
。
そ
れ
は
、
三
宝
（
仏
、
法
、
僧
）
の
一
と
さ
れ
る
如
く
、
教
団
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
一
方
、
比
丘
（
芻
）
も
梵
語
で
、
乞
士
な
ど
と
訳
さ
れ
、
出
家
し
て
具
足
戒
を
受
け
た
者
を
言
う
こ
と
は
、
前
述
し
た
。
大
智
度
論
三
に
は
、
比
丘
を
樹
に
、
僧
を
林
に
譬
え
る
有
名
な
例
が
あ
る
が
、
両
者
が
元
来
、
全
く
別
物
で
あ
る
こ
と
は
、
僧
（
伽
）
は
、「
文
字
と
し
て
は
、
一
人
を
指
す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」（
宇
井
伯
寿
氏
『
仏
教
汎
論
』
三
編
一
章
一
節
一
〇
七
四
頁
）
と
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
そ
の
両
者
が
同
一
視
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
例
え
ば
望
月
仏
教
大
辞
典
「
僧
」
の
項
に
、
按
ず
る
に
聖
弟
子
を
僧
伽
即
ち
衆
と
名
づ
く
る
こ
と
は
、
磨
法
の
時
必
ず
四
人
以
上
の
衆
の
集
会
和
合
を
要
す
る
に
由
来
す
る
が
如
し
（
三
〇
一
八
頁
上
段
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
かつ
磨ま
は
、
梵
語k
a
rm
a
の
音
訳
で
、
一
般
に
業ごう
と
訳
さ
れ
る
他
、
そ
れ
を
弁
事
作
法
等
と
訳
す
、
も
う
一
つ
の
意
味
が
あ
る
（
業
図九 腰鼓
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カ
ル
マ
と
区
別
し
て
、
こん
磨ま
と
呼
び
分
け
る
こ
と
も
あ
る
）。
即
ち
、
比
丘
の
受
戒
、
懺
悔
な
ど
の
作
法
に
お
け
る
、
宣
告
文
を
指
す
場
合
で
あ
る
。
そ
の
へい
法ほう
と
は
（
は
、
執
り
行
う
意
）、
磨
を
形
成
す
る
、
磨
四
法
（
法
、
事
、
人
、
界
）
の
第
一
に
当
た
り
、
磨
の
作
法
を
、
正
し
く
執
り
行
う
こ
と
で
あ
る
。
磨
法
は
ま
た
、
衆
僧
法
と
さ
れ
、
そ
の
執
行
に
は
、
四
人
以
上
の
比
丘
（
僧
）
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
、
僧
と
か
、
僧
法
な
ど
と
も
称
さ
れ
た
。
即
ち
、
比
丘
一
人
で
は
、
受
戒
な
ど
を
執
行
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
だ
か
ら
、
道
宣
は
、「
僧
義
を
論の
べ
ん
に
、
並
に
四
人
已
上
の
能
く
聖
法
を
御
し
前
事
を
弁
得
す
る
者
を
取
り
て
、
之
を
名
づ
け
て
僧
と
為
す
」
と
述
べ
て
、
そ
の
人
数
に
四
人
僧
、
五
人
僧
、
十
人
僧
、
二
十
人
僧
の
四
種
が
あ
る
と
し
て
い
る
（
四
分
律
繁
補
闕
行
事
鈔
一
・
二
。
国
訳
一
切
経
に
拠
る
）。
さ
て
、
戒
律
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
て
（
三
学
戒
、
定
、
慧
の
一
。
戒
は
、
梵
語
し
羅ら
、
律
は
、
梵
語
毘び
奈な
耶や
の
訳
。
戒
は
、
禁
戒
で
、
比
丘
等
の
修
業
規
則
を
言
い
、
自
発
的
な
も
の
と
さ
れ
る
。
一
方
、
律
は
、
僧
伽
教
団
の
運
営
規
則
で
、
他
律
的
な
性
格
を
有
す
る
）、
戒
律
に
関
す
る
経
典
は
、
三
蔵
（
経
、
律
、
論
）
の
一
と
し
て
、
律
蔵
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
律
蔵
を
形
成
す
る
経
典
が
広
律
で
あ
る
。
広
律
に
は
、
四
大
広
律
と
称
さ
れ
る
、
四
分
律
六
十
巻
十
誦
律
六
十
一
巻
五
分
律
三
十
巻
摩
訶
僧
祇
律
四
十
巻
な
ど
が
あ
る
（
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
五
十
巻
を
加
え
、
五
大
広
律
と
も
）。
広
律
の
内
容
は
一
般
に
、
・
経
分
別
部
（
戒
条
の
解
説
）
・
度
部
（
度
は
梵
語
、
分
段
の
意
で
、
同
類
の
法
を
一
括
し
た
も
の
を
称
す
る
。
前
述
の
磨
は
、
そ
の
各
法
に
お
け
る
宣
告
文
の
こ
と
で
あ
る
）
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
て
、
経
分
別
部
か
ら
戒
条
の
み
を
取
り
出
し
た
も
の
が
、
・
戒
本
（
波
羅
提
木
叉
）
と
呼
ば
れ
、
ま
た
、
同
様
に
度
部
か
ら
宣
告
文
（
磨
）
の
み
を
取
り
出
し
た
も
の
が
、・
磨
本
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
道
宣
の
専
ら
依
拠
し
た
の
は
、
上
記
四
大
広
律
中
の
四
分
律
で
あ
り
、
四
分
律
は
、
巻
三
十
一
以
下
に
、
受
戒
以
下
の
二
十
度
を
説
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
道
宣
は
、
四
分
律
の
注
釈
書
、
四
分
律
繁
補
闕
行
事
鈔
十
二
巻
を
著
わ
し
、
後
世
そ
れ
が
律
宗
の
基
本
文
献
と
な
る
。
加
え
て
、
道
宣
は
、
四
分
律
の
経
分
別
部
か
ら
、
比
丘
の
戒
条
を
取
り
出
し
解
説
し
た
、
四
分
律
比
丘
含
注
戒
本
三
巻
及
び
、
そ
の
度
部
か
ら
、
磨
を
取
り
出
し
解
説
し
た
、
四
分
律
補
随
機
磨
二
巻
を
著
わ
し
た
が
、
さ
ら
に
両
者
に
注
釈
を
施
し
た
、
・
四
分
律
比
丘
含
注
戒
本
疏
・
四
分
律
補
随
機
磨
疏
が
あ
っ
て
、
四
分
律
繁
補
闕
行
事
鈔
に
そ
の
両
疏
を
加
え
た
も
の
が
、
南
山
律
宗
の
三
大
部
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
道
宣
の
大
成
を
目
差
し
た
律
学
が
、
比
丘
の
構
成
す
る
僧
伽
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
、
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
道
宣
が
僧
と
比
丘
を
区
別
し
な
か
っ
た
と
は
、
到
底
考
え
難
い
。
比
丘
は
、
僧
に
従
う
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
強
い
て
両
者
に
上
下
を
付
け
る
な
ら
、
僧
が
上
で
、
比
丘
は
、
そ
の
下
に
来
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
無
常
院
の
銀
鐘
は
、
病
比
丘
が
、
「
聞
於
鐘
声
、
不
失
本
心
、
得
生
善
道
」
た
め
に
鳴
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
未
熟
な
比
丘
の
臨
終
正
念
を
助
け
る
こ
と
が
、
含
意
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
無
常
堂
の
病
僧
に
、
そ
れ
が
言
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
や
は
り
僧
が
比
丘
の
上
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
病
僧
が
大
徳
の
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
頗
梨
鐘
の
腹
か
ら
出
た
光
さ
え
も
が
、「
随
亡
神
、
往
所
生
之
処
」
と
述
べ
ら
れ
る
の
も
、
そ
の
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
二
二
、
大たい
漸ぜん
は
、
危
篤
に
陥
る
こ
と
。
二
三
、
常
・
苦
・
空
・
無
我
は
、
四
諦
（
四
つ
の
真
理
。
苦
集
滅
道
）
に
お
け
る
、
126
苦
諦
の
四
行
相
（
四
種
の
有あり
様さま
）
で
、
有う
漏ろ
（
迷
）
の
果
報
と
し
て
の
四
つ
の
形
を
言
う
。
二
四
、「
天
鼓
自
鳴
」
の
表
現
は
、
仏
典
に
頻
出
す
る
（
天
鼓
は
、
利
天
の
善
法
堂
に
あ
る
と
い
う
鼓
大
方
広
仏
華
厳
経
十
五
）。
二
五
、
楽
器
が
何
ら
か
の
要
文
を
唱
え
る
こ
と
は
、
経
典
中
に
屡
々
見
ら
れ
、
例
え
ば
観
無
量
寿
経
第
二
水
想
観
に
は
、「
有
…
…
無
量
楽
器
…
…
八
種
清
風
、
従
光
明
出
、
鼓
此
楽
器
、
演
説
苦
空
無
常
無
我
之
音
」
と
、
先
に
金
毘
侖
の
口
に
唱
え
た
、
苦
諦
の
四
行
相
が
、
風
に
当
た
っ
た
楽
器
に
よ
っ
て
、
唱
え
ら
れ
る
な
ど
の
例
も
見
え
る
。
そ
の
こ
と
が
、
も
し
楽
器
が
苦
諦
の
四
行
相
（
苦
、
空
、
無
常
、
無
我
）
を
、
奇
跡
的
に
歌
詞
と
し
て
歌
う
の
で
な
け
れ
ば
、
や
は
り
楽
音
が
苦
、
空
、
無
常
、
無
我
の
意
を
奏
で
る
こ
と
と
解
さ
れ
よ
う
。
私
達
が
三
宝
鳥
（
仏
法
僧
、
木
葉
木
菟
こ
の
は
ず
く
）
に
「
仏
法
僧
」
の
声
を
聴
く
如
く
、
例
え
ば
西
洋
音
楽
に
は
、
標
題
音
楽
と
絶
対
音
楽
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
て
、
標
題
音
楽
は
、
音
楽
を
殆
ど
言
葉
と
同
じ
も
の
と
見
做
す
の
で
、
そ
の
楽
器
の
音
も
、
文
字
通
り
苦
、
空
、
無
常
、
無
我
を
奏
で
、
歌
う
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
無
常
院
に
は
計
八
口
の
鐘
の
あ
る
こ
と
も
、
楽
音
と
し
て
の
音
程
の
存
在
を
、
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
無
常
堂
の
頗
梨
鐘
は
、
そ
の
音
が
標
題
音
楽
的
に
捉
え
ら
れ
、
雪
山
を
唱
え
る
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
思
え
ば
、
平
家
物
語
が
、
そ
れ
を
「
鐘
の
音おと
」
と
は
言
わ
ず
、「
鐘
の
声
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
意
義
深
い
こ
と
で
（
長
沼
佐
智
氏
教
示
）、
平
家
物
語
は
、
無
常
堂
の
鐘
音
を
標
題
音
楽
と
捉
え
、
そ
こ
に
言
葉
と
し
て
の
雪
山
（「
諸
行
無
常
」）
を
聴
き
分
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
六
、
有
名
な
雪
山
（
諸
行
無
常
）
で
、
小
乗
の
大だい
般はつ
涅
槃
経
ねはんきよう
下
（
東
晋
、
法
顕
訳
）、
大
乗
の
四
十
巻
本
（
北
本
）
大
般
涅
槃
経
十
四
（
北
涼
、
曇
無
訳
）
等
に
見
え
、
天
台
で
は
涅
槃
経
を
大
経
と
称
す
る
た
め
、
例
え
ば
源
信
は
、
当
の
出
典
を
「
大
経
（
）」
と
記
し
て
い
る
（
大
経
は
、
一
般
に
浄
土
三
部
経
の
一
、
大
無
量
寿
経
を
言
う
）。
さ
て
、
無
常
院
の
銀
鐘
は
、「
病
比
丘
」
に
「
諸
仏
入
涅
槃
法
」
を
説
く
の
に
対
し
、
無
常
堂
に
お
い
て
は
「
病
僧
」
に
、
ま
ず
「
金
毘
侖
」
が
四
諦
中
の
苦
（
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
）
を
説
き
、
そ
れ
が
白
払
を
掲
げ
る
と
、
次
い
で
、
頗
梨
鐘
が
雪
山
を
説
く
の
で
あ
っ
て
、
無
常
院
の
銀
鐘
と
無
常
堂
の
頗
梨
鐘
と
で
は
、
鐘
の
鳴
ら
し
手
や
、
そ
の
音
色
の
説
く
具
体
的
な
内
容
な
ど
が
、
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
注
二
一
参
照
。
二
七
、
三
禅
は
、
三
禅
天
の
こ
と
。
禅
は
、
定
じよう
慮りよ
の
意
。
三
界
中
の
色
界
は
、
下
か
ら
初
禅
｜
四
禅
の
四
つ
の
層
に
分
か
れ
る
が
、
そ
の
三
番
目
の
天
。
次
句
の
浄
土
と
は
異
な
る
。
二
八
、
浄
土
の
原
義
は
、
五
濁
ごじよく
（
劫
、
見
、
煩
悩
、
衆
生
、
命
濁
）
の
な
い
、
聖
者
の
住
む
地
。
転
じ
て
、
仏
国
土
の
意
。
諸
仏
の
浄
土
が
あ
る
。
垂
生
は
、
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
で
、
垂
は
、
現
わ
す
、
示
す
意
。
二
九
、
腹
は
、
中
央
部
、
正
面
の
意
。
頗
梨
鐘
の
細
く
括
れ
た
腰
の
部
分
の
正
面
で
あ
ろ
う
。「
鐘
光
随
亡
神
、
往
所
生
之
処
」
に
つ
い
て
は
、
注
二
一
参
照
。
三
〇
、
六
度
は
、
六
波
羅
蜜
の
訳
。
六
波
羅
蜜
（
布
施
、
持
戒
、
忍
辱
、
精
進
、
禅
定
、
智
慧
波
羅
蜜
）
は
、
菩
薩
の
六
種
の
大
行
を
い
う
。
三
一
、
帝
釈
は
、
帝
釈
天
と
も
言
い
、
欲
界
の
六
欲
天
、
第
二
の
利
天
（
三
十
三
天
）
の
主
。
喜
見
城
の
殊
勝
殿
に
住
み
、
城
の
西
南
に
善
法
堂
が
あ
る
。
三
十
三
天
は
、
利
天
の
訳
で
、
四
方
に
各
八
天
が
居
り
、
中
央
に
帝
釈
天
が
居
る
。
三
二
、
月がつ
天てん
子し
は
、
月
宮
の
天
子
で
、
勢
至
菩
薩
の
化
身
と
さ
れ
る
（
観
音
の
化
身
は
、
日
天
子
）。
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三
祇
寺
図
経
の
本
文
は
、
極
め
て
難
解
で
あ
り
、
未
だ
に
よ
く
分
か
ら
な
い
箇
所
が
多
い
。
と
も
あ
れ
、
以
上
に
よ
り
前
述
、
平
家
物
語
の
冒
頭
文
（
前
文
）
を
め
ぐ
る
、
研
究
史
的
な
二
つ
の
基
本
資
料
往
生
要
集
祇
寺
図
経
の
本
文
を
、
ざ
っ
と
眺
め
た
こ
と
に
は
な
る
。
以
下
、
聊
か
余
談
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
こ
で
、
先
に
触
れ
た
新
日
本
古
典
文
学
大
系
44
『
平
家
物
語
』
上
（
岩
波
書
店
刊
。
以
下
、
新
大
系
と
呼
ぶ
）
に
お
け
る
、
冒
頭
前
文
に
対
す
る
脚
注
の
内
容
を
、
改
め
て
検
討
し
て
お
く
。
新
大
系
こ
そ
は
、
最
新
の
日
本
古
典
文
学
の
大
系
の
一
つ
で
あ
り
、
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
言
わ
ば
世
界
に
向
け
た
、
日
本
古
典
の
顔
と
し
て
の
側
面
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
大
系
は
、
一
般
書
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
注
釈
は
、
深
く
詳
細
に
専
門
的
に
亙
る
必
要
は
な
い
が
、
し
か
し
、
一
般
書
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
分
か
り
易
く
簡
潔
且
つ
、
正
確
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
に
見
る
如
く
、
新
大
系
の
脚
注
は
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
特
に
一
般
向
け
の
正
確
さ
に
お
い
て
、
欠
け
る
点
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
新
大
系
の
声
望
に
鑑
み
、
そ
の
脚
注
に
少
し
辛
口
の
批
評
を
加
え
る
こ
と
も
、
全
く
無
意
味
な
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
新
大
系
の
脚
注
を
再
度
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
〔
祇
園
精
舎
の
〕
西
北
隅
に
無
常
堂
が
あ
り
、
収
容
さ
れ
た
病
僧
が
臨
終
を
迎
え
る
と
、
そ
の
四
隅
の
玻
璃
と
白
銀
の
八
つ
の
鐘
が
自
然
に
鳴
っ
て
諸
行
無
常
の
を
示
し
そ
の
苦
を
和
ら
げ
た
と
い
う
往
生
要
集
、
祇
寺
図
経
と
い
う
基
本
資
料
を
一
読
し
た
上
で
、
当
脚
注
を
見
る
と
、
当
脚
注
に
は
余
り
に
も
誤
り
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
具
体
的
に
そ
の
一
、
二
の
例
を
上
げ
る
な
ら
、
例
え
ば
当
脚
注
の
「
そ
の
西
北﹅
隅
に
」
と
言
う
の
は
、
西
南﹅
の
誤
り
で
あ
る
（
参
考
図
一
、
９
⑧
。
図
一
、
二
及
び
、
上
掲
図
経
本
文
の
注
一
参
照
）。
さ
ら
に
「
西
北
隅
に
無
常
堂﹅
が
あ
り
」
と
言
う
の
も
、
無
常
院﹅
が
正
し
く
、
無
常
堂
は
、
院
中
の
一
堂
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（
因
み
に
、
注
前
掲
『
平
家
物
語
研
究
事
典
』「
祇
園
精
舎
」
項
131
頁
下
段
に
も
、「
祇
園
精
舎
（
厳
密
に
は
そ
の
西
北
隅
に
あ
っ
た
無
常
堂
）」
と
す
る
記
述
が
見
え
る
）。
こ
の
こ
と
は
、
当
脚
注
が
祇
寺
図
経
（
戒
壇
図
経
）
を
全
く
参
看
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
或
い
は
、「
そ
の
四
隅
の
玻
璃
と
白
銀
の
八﹅
つ﹅
の﹅
鐘﹅
」
と
言
う
の
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。「
そ
の
四
隅
」
と
は
、
無
常
堂
の
四
隅
を
指
す
が
、
こ
れ
で
は
、
無
常
堂
の
四
隅
に
、
八
つ
の
鐘
が
あ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
殊
に
「
八
つ
の
鐘
」
と
言
わ
れ
る
点
が
、
極
め
て
不
審
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
往
生
要
集
は
、
祇
園
寺
無
常
堂
四
隅
、
有
頗
梨
鐘
128
と
記
し
、
無
常
堂
の
四
隅
に
、
頗
梨
の
鐘
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
の
み
で
、
往
生
要
集
が
例
え
ば
鐘
の
数
な
ど
に
、
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
、
も
し
当
脚
注
が
往
生
要
集
の
本
文
を
参
照
し
て
い
る
な
ら
、「
八
つ
の
鐘
」
な
ど
と
い
う
説
明
は
、
決
し
て
出
て
来
る
筈
が
な
い
。
そ
し
て
、
例
え
ば
祇
寺
図
経
の
本
文
が
述
べ
る
の
は
、
無
常
院
に
は
合
計
で
八
つ
の
鐘
が
あ
っ
て
、
そ
の
内
の
四
つ
の
銀
鐘
は
、
院
の
四
角
に
置
か
れ
、
残
る
四
つ
の
頗
梨
鐘
は
、
無
常
堂
の
四
隅
に
位
置
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
当
脚
注
は
ま
た
、
祇
寺
図
経
を
参
照
し
た
訳
で
も
な
い
こ
と
が
、
確
実
に
指
摘
出
来
る
。
ま
た
、
当
脚
注
に
、「
病
僧
が
臨
終
を
迎
え
る
と
」「
八
つ
の
鐘
が
自
然
に
鳴
っ
て
」
と
言
う
の
も
、
事
実
無
根
の
説
明
と
す
べ
く
、
往
生
要
集
に
は
当
然
、
そ
の
よ
う
な
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
し
、
祇
寺
図
経
に
よ
れ
ば
、
病
比
丘
が
死
ぬ
時
、
四
人
の
銀
人
が
四
つ
の
銀
鐘
を
銀
槌
で
打
つ
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
病
僧
が
死
ぬ
時
、
四
人
の
「
金
毘
侖
」
が
白
払
で
合
図
す
る
と
、
四
つ
の
頗
梨
鐘
が
自
ず
と
鳴
る
の
で
あ
る
。
当
脚
注
が
そ
れ
ら
の
本
文
に
則
さ
な
い
こ
と
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
加
え
て
、「
八
つ
の
鐘
が
」「
諸
行
無
常
の
を
示
し
」
と
言
う
の
も
、
余
り
に
乱
暴
な
説
明
で
、
そ
れ
は
、
八
つ
の
内
の
四
つ
の
頗
梨
鐘
の
話
で
あ
っ
て
、
一
方
の
四
つ
の
銀
鐘
が
示
し
て
い
る
の
は
、
雪
山
で
は
な
く
、「
諸
仏
入
涅
槃
法
」
に
外
な
ら
な
い
。
当
脚
注
は
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
誤
り
を
含
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
当
脚
注
は
、
研
究
史
的
な
基
本
資
料
と
は
全
く
掛
け
離
れ
た
、
内
容
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
前
文
の
基
本
資
料
を
知
る
者
の
眼
に
は
、
非
常
に
奇
異
な
も
の
に
映
る
。
つ
ま
り
往
生
要
集
や
祇
寺
図
経
を
参
看
し
な
い
と
す
る
な
ら
、
当
脚
注
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
、
そ
の
文
章
を
綴
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
関
連
資
料
を
見
渡
す
と
、
そ
の
種
本
は
案
外
、
簡
単
に
突
き
止
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
当
脚
注
の
出
所
は
、
東
洋
文
庫
版
『
往
生
要
集
』
１
に
収
め
ら
れ
た
、
石
田
瑞
麿
氏
に
よ
る
第
一
章
の
注
一
〇
九
（
12
頁
）
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
、
そ
の
注
一
〇
九
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
祇
園
寺
の
無
常
堂
祇
園
精
舎
の
西
北
の
か
ど
、
日
の
没
す
る
方
向
に
無
常
院
が
あ
っ
た
、
と
い
う
。
も
し
病
人
が
あ
る
と
、
そ
こ
に
収
容
し
た
が
、
そ
の
意
は
、
凡
人
は
心
に
住
居
や
衣
服
・
食
器
・
道
具
な
ど
、
日
常
親
し
ん
で
き
た
も
の
に
執
着
し
、
そ
れ
を
厭
う
こ
こ
ろ
が
な
い
か
ら
、
こ
の
堂
の
名
を
き
き
、
題
を
見
て
、
一
切
は
無
常
で
あ
る
、
と
い
う
道
理
を
悟
ら
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。（
本
書
下
巻
、
第
六
章
第
二
、
参
照
）
そ
し
て
そ
の
堂
に
は
八
つ
の
鐘
が
あ
り
、
四
つ
は
白
銀
で
つ
く
ら
れ
、
他
の
四
つ
は
水
晶
（
頗は
梨り
）
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
水
晶
の
方
は
堂
の
四
隅
に
か
け
ら
れ
て
い
て
、
腰
鼓
の
よ
う
な
形
を
し
、
鼻
に
金こん
毘ひ
崙ろん
が
あ
っ
て
、
金
の
獅
子
に
の
っ
て
、
手
に
白
払
を
と
っ
て
い
た
。
病
気
の
僧
が
息
を
ひ
き
と
ろ
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
金
毘
崙
の
口
か
ら
、
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
を
説
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く
声
が
き
こ
え
、
手
に
白
払
を
あ
げ
る
と
、
鐘
が
自
然
に
な
り
、
そ
の
音
の
な
か
に
「
も
の
す
べ
て
、
常
な
ら
ず
」
と
い
う
詩
句
が
な
り
わ
た
る
。
そ
れ
を
き
い
て
、
僧
は
苦
悩
を
除
き
、
爽
か
に
な
っ
て
、
三
昧
に
は
い
る
よ
う
に
し
て
、
浄
土
に
生
れ
る
、
と
い
う
。『
平
家
物
語
』
の
巻
頭
に
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
を
さ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
徒
然
草
』
第
二
百
二
十
段
に
鐘
の
こ
と
を
叙
し
て
「
凡
そ
鐘
は
黄
鐘
調
な
る
べ
し
。
是
れ
無
常
の
調
子
、
祇
園
精
舎
の
無
常
院
の
声
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
金
毘
崙
は
金
毘
羅
、
す
な
わ
ち
鰐
魚
、
蚊
竜
の
こ
と
で
あ
ろ
う
右
の
石
田
氏
の
注
（
以
下
、
石
田
注
）
に
施
し
た
、
線
部
を
拾
っ
て
ゆ
く
と
、
そ
の
ま
ま
新
大
系
の
脚
注
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
石
田
注
は
、
始
め
は
「
無
常
院﹅
」
と
言
い
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に
か
「
も
し
病
人
が
あ
る
と
そ﹅
こ﹅
に
収
容
し
た
が
、
凡
人
は
」
「
こ﹅
の﹅
堂﹅
の
名
を
き
き
」
と
述
べ
て
、
そ
の
間
に
無
常
院
を
無
常
堂
と
言
い
変
え
、
そ
こ
で
二
者
を
同
一
視
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
当
脚
注
に
「
そ
の
西
北
隅
に
無
常
堂﹅
が
あ
り
」
と
す
る
、
誤
り
の
遠
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
石
田
注
が
、「
そ
の
堂
に
は
八
つ
の
鐘
が
あ
り
」
と
述
べ
る
の
は
、
石
田
注
が
祇
寺
図
経
を
参
照
し
つ
つ
、
院
の
四
鐘
と
堂
の
四
鐘
を
纏
め
て
、「
八
つ
の
鐘
」
と
称
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
ど
う
考
え
て
も
そ
の
線
部
は
、
誤
り
で
あ
る
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
当
脚
注
は
、
例
え
ば
石
田
注
が
、
『
平
家
物
語
』
の
巻
頭
に
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り
」
と
い
う
の
は
、
こ﹅
れ﹅
を
さ
し
て
い
る
と
述
べ
る
こ
と
を
鵜
呑
み
に
し
、
祇
寺
図
経
か
ら
見
て
、
決
定
的
な
誤
り
と
す
べ
き
線
部
を
、
い
と
も
無
頓
着
に
、
そ
の
ま
ま
転
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
石
田
注
の
「
こ﹅
れ﹅
」
は
、
そ
も
そ
も
何
を
指
す
の
か
、
極
め
て
曖
昧
で
あ
る
）。
従
っ
て
、
当
脚
注
が
、「
そ
の
〔
祇
園
精
舎
の
〕
西
北
隅
に
」
と
言
う
の
は
、
石
田
注
の
、「
無
常
堂
祇
園
精
舎
の
西
北
の
か
ど
」
を
、
引
き
写
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
さ
て
、
当
脚
注
の
最
大
の
問
題
は
、
石
田
注
の
次
文
末
尾
の
（
）
内
に
、
本
書
下
巻
、
第
六
章
第
二
、
参
照
と
さ
れ
た
、
参
照
注
記
を
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
石
田
注
が
参
照
を
指
示
す
る
の
は
、
東
洋
文
庫
版
『
往
生
要
集
』
２
、
第
六
章
第
二
の
一
（
123
頁
。
往
生
要
集
中
、
大
文
第
六
第
二
の
一
初
）
の
、
初
め
に
、
行
事
〔
に
つ
い
て
〕
は
、『
四
分
律
〔
行
事
〕
抄
』
の
「
病
送
終
」
に
『
中
国
本
伝
』
を
引
用
し
て
祇
園
〔
精
舎
〕
の
西
北
の
角すみ
、
太
陽
の
沈
む
と
こ
ろ
に
、
無
常
院
〔
と
い
う
建
物
〕
を
つ
く
っ
た
。
も
し
、
病
人
が
あ
れ
ば
、
そ
の
な
か
に
静
か
に
ね
か
せ
る
。
愚
か
な
ひ
と
は
煩
悩
を
お
こ
し
、
い
つ
も
の
僧
房
の
な
か
で
は
衣
服
や
130
食
器
や
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を
み
る
と
、
多
く
は
愛
著
を
生
じ
、
心
に
厭
悪
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
別
の
と
こ
ろ
に
移
ら
せ
る
こ
と
に
き
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。〔
こ
の
〕
堂
を
無
常
と
呼
ぶ
〔
よ
う
に
、
こ
こ
に
〕
来
る
も
の
は
多
い
が
、
ま
た
還
っ
て
行
く
も
の
は
一
人
か
二
人
で
あ
る
。
〔
こ
う
し
た
〕
日
没
の
す
が
た
に
即
し
て
、
す
す
ん
で
専
心
に
無
常
に
つ
い
て
想
い
を
深
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
堂
の
な
か
に
一
体
の
立
像
を
安
置
し
、
金
箔
で
塗
り
、〔
像
は
〕
西
に
向
け
る
。
そ
の
〔
仏
〕
像
の
右
手
は
挙
げ
、
左
手
に
は
先
が
垂
れ
さ
が
っ
て
地
に
長
く
曳
く
五
色
の
布
（
幡
）
を
つ
な
ぎ
と
め
て
置
く
、
病
人
の
気
持
ち
を
落
着
か
せ
る
た
め
、〔
病
人
を
〕
像
の
後
に
置
き
、
左
手
に
布
の
先
を
握
ら
せ
、
仏
に
従
っ
て
浄
土
に
往
く
思
い
を
起
こ
さ
せ
る
。
看
病
人
は
香
を
た
き
、
華
を
ま
い
て
、
病
人
を
厳
か
に
飾
り
、
な
い
し
は
、
も
し
大
小
便
・
嘔おう
吐と
・
唾つば
〔
な
ど
〕
を
も
よ
お
し
た
と
き
は
、
そ
の
つ
ど
、
こ
れ
を
取
り
除
く
。
と
い
い
、
あ
る
も
の
に
は
仏
像
を
東
に
向
け
、
病
人
を
そ
の
前
に
置
く
。
と
説
い
て
い
る
及
び
、
そ
の
注
二
五
（
154
頁
）
の
、
中
国
本
伝
は
た
し
て
『
中
国
本
伝
』
と
い
う
名
の
書
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
疑
わ
し
い
が
、
い
ま
は
こ
う
し
て
置
い
た
。
『
行
事
抄
』
の
注
釈
書
『
資
持
記
』
に
よ
る
と
、「
中
国
本
伝
と
は
『〔
六
祖
〕
壇
経
』
に
言
う
、
い
わ
ゆ
る
『
別
伝
』
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
の
こ
と
を
差
し
て
い
る
。
そ
の
往
生
要
集
の
原
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
初
行
事
者
、
四
分
律
抄
病
送
終
引
中
国
本
伝
云
、
祇
西
北
角
、
日
光
没
処
為
無
常
院
。
若
有
病
者
、
安
置
在
中
。
以
凡
生
貪
染
、
見
本
房
内
衣
鉢
衆
具
、
多
生
恋
著
無
心
背
故
、
制
令
至
別
処
。
堂
号
無
常
。
来
者
極
多
、
還
反
一
二
。
即
事
而
求
、
専
心
念
法
。
其
堂
中
置
一
立
像
。
金
薄
塗
之
、
面
向
西
方
。
其
像
右
手
挙
、
左
手
中
繫
一
五
綵
幡
脚
垂
曳
地
。
当
安
病
者
在
像
之
後
、
左
手
執
幡
脚
、
作
従
仏
往
仏
浄
刹
之
意
。
病
者
、
焼
香
散
華
、
荘
厳
病
者
。
乃
至
、
若
有
尿
屎
吐
唾
、
随
有
除
之
。
或
説
、
仏
像
向
東
、
病
者
在
前
右
を
読
め
ば
、
当
脚
注
が
、「
そ
の
西
北
隅
に
」
と
誤
る
一
因
に
な
っ
た
、
石
田
注
線
部
「
祇
園
精
舎
の
西
北
の
か
ど
」
と
い
う
記
述
の
根
拠
は
、
正
し
く
右
の
‖
‖
線
部
「
祇
園
〔
精
舎
〕
の
西
北
の
角すみ
」（「
祇
西
北
角
」）
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
直
ち
に
確
認
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
石
田
注
が
わ
ざ
わ
ざ
（
）
を
置
い
て
、
参
照
を
指
示
し
た
、
そ
の
前
後
の
記
述
に
は
、
実
は
背
後
に
極
め
て
厄
介
な
事
情
が
潜
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
、
そ
の
事
情
に
聊
か
立
ち
入
っ
て
み
る
。
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石
田
注
線
部
「
祇
園
精
舎
の
西
北
の
か
ど
」
が
、『
往
生
要
集
』
２
（
123
頁
）
の
‖
‖
線
部
「
祇
園
〔
精
舎
〕
の
西
北
の
角すみ
」
（「
祇
西
北
角
」）
に
基
づ
く
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
‖
‖
線
部
を
含
む
、
上
『
往
生
要
集
』
２
（
123
頁
）
の
記
述
は
、
往
生
要
集
中
、
大
文
第
六
第
二
の
一
の
訳
文
に
外
な
ら
ず
、
源
信
は
そ
の
出
典
が
、
『
四
分
律
〔
行
事
〕
抄
』
の
「
病
送
終
」
に
『
中
国
本
伝
』
を
引
用
し
て
（
四
分
律
抄
病
送
終
引
中
国
本
伝
云
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
「
四
分
律
抄
病
送
終
」
と
は
前
述
、
道
宣
撰
、
四
分
律
繁
補
闕
行
事
鈔
（
四
分
律
行
事
鈔
）
下
四
、
病
送
終
二
十
六
の
こ
と
で
あ
る
。
四
分
律
行
事
鈔
十
二
巻
は
、
道
宣
三
十
代
に
お
け
る
、
四
分
律
の
注
釈
書
で
あ
っ
て
、
参
考
ま
で
に
、
そ
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
大
正
蔵
40
に
拠
る
）。
若
依
中
国
本
伝
云
、
祇
桓
西
北
角
、
日
光
没
処
為
無
常
院
。
若
有
病
者
、
安
置
在
中
。
以
凡
生
貪
染
、
見
本
房
内
衣
鉢
衆
具
、
多
生
恋
著
無
心
厭
背
故
、
制
令
至
別
処
。
堂
号
無
常
。
来
者
極
多
、
還
反
一
二
。
即
事
而
求
、
専
心
念
法
。
其
堂
中
置
一
立
像
。
金
薄
塗
之
、
面
向
西
方
。
其
像
右
手
挙
、
左
手
中
繫
一
五
綵
幡
脚
垂
曳
地
。
当
安
病
者
在
像
之
後
、
左
手
執
幡
脚
、
作
従
仏
往
浄
刹
之
意
。
病
者
、
焼
香
散
華
、
荘
厳
病
者
。
乃
至
、
若
有
屎
尿
吐
唾
、
随
有
除
之
、
亦
無
有
罪
源
信
は
、
極
め
て
忠
実
に
、
四
分
律
行
事
鈔
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、『
往
生
要
集
』
２
の
‖
‖
線
部
は
、
そ
の
「
中
国
本
伝
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確
認
出
来
る
。
さ
て
、
石
田
注
は
、
そ
の
中
国
本
伝
を
、
道
宣
の
祇
寺
図
経
と
同
じ
も
の
（
別
伝
）
と
見
做
し
た
ら
し
い
。
だ
か
ら
、
参
照
指
示
の
（
）
以
前
を
、
そ
の
中
国
本
伝
に
よ
っ
て
記
述
し
、
以
後
を
祇
寺
図
経
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
国
本
伝
は
、
道
宣
の
祇
寺
図
経
（
の
別
伝
）
な
ど
で
は
な
い
。
石
田
氏
は
、
例
え
ば
前
掲
の
注
二
五
（
154
頁
）
に
お
い
て
、
『
行
事
抄
』
の
注
釈
書
『
資
持
記
』
に
よ
る
と
、「
中
国
本
伝
と
は
『〔
六
祖
〕
壇
経
』
に
言
う
、
い
わ
ゆ
る
『
別
伝
』
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
と
述
べ
、
中
国
本
伝
を
祇
寺
図
経
（
の
別
伝
）
と
見
做
す
論
拠
と
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
上
げ
ら
れ
る
「
資
持
記
」
と
は
宋
、
元
照
撰
、
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
十
六
巻
の
こ
と
で
あ
る
。
今
、
そ
の
下
四
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
大
正
蔵
40
に
拠
る
）。
次
文
中
国
本
伝
、
壇
経
所
謂
別
伝
、
是
也
。
日
光
没
処
者
、
壇
経
云
、
西
方
為
無
常
之
院
、
由
終
歿
於
天
傾
之
位
也
そ
し
て
、
石
田
氏
は
、
右
の
「
壇
経
」
を
禅
宗
の
第
六
祖
、
南
宗
の
慧
能
の
言
行
録
た
る
、
六
祖
壇
経
の
こ
と
と
す
る
が
（
注
二
五
）、
そ
れ
は
氏
の
大
き
な
勘
違
い
で
、
そ
の
壇
経
と
は
、
道
宣
の
戒
壇
図
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経
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
次
の
「
壇
経
云
」
の
引
用
が
、
戒
壇
図
経
第
四
に
、「
西
方
為
無
常
之
院
、
由
終
没
於
天
傾
之
位
也
」
と
、
そ
の
ま
ま
見
え
る
こ
と
か
ら
確
認
出
来
る
。
す
る
と
、
そ
の
中
国
本
伝
は
、
戒
壇
図
経
の
言
う
別
伝
の
こ
と
に
な
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
そ
の
中
国
本
伝
は
、
道
宣
の
祇
寺
図
経
で
な
く
北
斉
、
霊
裕
の
聖
跡
記
で
あ
る
こ
と
が
、
藤
善
眞
澄
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
藤
善
氏
は
、
そ
も
そ
も
道
宣
の
最
晩
年
の
作
品
で
あ
る
『
祇
寺
図
経
』
が
、
『
行
事
鈔
』
に
『
中
国
本
伝
』
と
し
て
引
用
さ
れ
る
は
ず
は
決
し
て
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
戒
壇
図
経
』
の
「
別
傳
」
も
、
や
は
り
「
裕
師
の
『
聖
迹
記
』
は
諸
伝
を
総
集
し
、『
法
顕
（
伝
）』
を
以
て
本
と
為
す
」（『
祇
寺
図
経
』
巻
下
）
と
い
う
よ
う
に
、
道
宣
が
ひ
た
す
ら
依
拠
し
た
霊
裕
の
『
聖
迹
記
』、
も
し
く
は
霊
裕
の
引
く
『
中
国
本
伝
』
を
指
す
も
の
、
と
断
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
そ
の
点
を
論
断
さ
れ
て
い
る
。
藤
善
氏
の
指
摘
は
大
変
、
重
要
で
、
そ
の
指
摘
は
、
‖
‖
線
部
「
祇
桓
西
北
角
」
を
含
む
四
分
律
行
事
鈔
な
い
し
、
往
生
要
集
が
霊
裕
の
聖
跡
記
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
、
石
田
注
は
、
参
照
指
示
（
）
を
挟
ん
で
、
霊
裕
の
聖
跡
記
と
道
宣
の
祇
寺
図
経
と
い
う
、
二
つ
の
書
物
が
、
言
わ
ば
接つぎ
木き
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
端
的
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
無
常
院
と
無
常
堂
の
混
同
は
、
四
分
律
行
事
鈔
に
も
往
生
要
集
に
も
生
じ
て
お
ら
ず
、
石
田
注
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
も
判
明
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
道
宣
は
、
無
常
院
の
位
置
を
祇
園
精
舎
の
「
西
北
角
」
と
す
る
、
先
行
文
献
（
聖
跡
記
）
の
説
を
、
確
か
に
知
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
自
身
の
祇
寺
図
経
（
戒
壇
図
経
）
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
西
南
に
改
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
祇
寺
図
経
（
戒
壇
図
経
）
に
よ
ら
ず
、
霊
裕
の
聖
跡
記
に
よ
っ
て
、
無
常
院
の
位
置
を
、
線
部
「
祇
園
精
舎
の
西
北
の
か
ど
」
な
ど
と
し
た
、
石
田
注
に
は
仮
令
、
勘
違
い
が
あ
る
に
せ
よ
、
内
容
的
に
議
論
の
余
地
な
し
と
し
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
点
こ
そ
が
石
田
注
の
参
照
指
示
（
）
の
前
後
に
潜
む
、
厄
介
な
事
情
の
要
点
と
言
え
る
。
新
大
系
の
脚
注
「
そ
の
〔
祇
園
精
舎
の
〕
西
北
隅
に
」
は
、
石
田
注
線
部
「
祇
園
精
舎
の
西
北
の
か
ど
」
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
結
果
と
し
て
、
霊
裕
の
聖
跡
記
に
基
づ
く
、
道
宣
の
祇
寺
図
経
が
斥
け
た
特
異
な
説
を
、
読
者
に
示
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
般
の
読
者
に
対
し
、
そ
の
こ
と
は
、
全
く
不
要
な
こ
と
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
も
し
、
そ
の
こ
と
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
上
記
の
厄
介
な
事
情
を
、
具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
、
不
可
避
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
脚
注
は
、
肝
心
の
石
田
注
の
（
）
を
見
落
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
行
の
当
脚
注
に
お
い
て
は
、
無
常
院
を
西
南
と
す
る
、
道
宣
の
祇
寺
図
経
の
説
で
な
く
、
そ
れ
を
西
北
と
す
る
、
石
田
注
の
特
異
な
学
説
が
、
何
の
断
わ
り
も
な
く
直
接
、
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読
者
の
前
に
提
示
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
新
大
系
は
ま
た
、
一
般
書
な
の
で
、
東
洋
文
庫
版
の
よ
う
な
一
般
書
を
、
脚
注
に
使
用
す
る
こ
と
も
、
当
然
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
石
田
注
（
）
の
参
照
注
記
の
よ
う
な
、
そ
こ
に
派
生
し
た
個
別
、
特
殊
な
事
情
に
対
し
て
は
、
何
ら
か
の
説
明
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
。
一
般
書
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
説
明
を
省
く
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
余
り
に
も
読
者
を
馬
鹿
に
し
た
話
で
あ
る
。
平
家
物
語
の
冒
頭
前
文
に
お
け
る
、
注
釈
の
役
割
は
、
難
語
の
説
明
を
始
め
と
し
て
、
往
生
要
集
や
祇
寺
図
経
な
ど
、
前
文
を
結
晶
さ
せ
る
に
至
る
、
古
典
文
学
当
時
の
奥
深
い
背
景
の
理
解
へ
と
、
読
者
を
誘
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
大
系
の
そ
の
脚
注
は
、
余
り
に
も
誤
り
が
多
い
の
で
、
そ
れ
を
期
待
す
る
こ
と
は
到
底
出
来
な
い
。
当
脚
注
の
読
者
が
、
研
究
史
の
豊
か
な
流
れ
に
添
っ
て
、
往
生
要
集
や
祇
寺
図
経
な
ど
が
織
り
成
す
、
中
世
の
文
学
史
的
環
境
へ
と
導
か
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
得
ま
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
当
脚
注
は
何
故
、
無
常
堂﹅
が
祇
園
精
舎
の
西
北﹅
に
あ
る
と
か
、
そ
の
四
隅
に
八﹅
つ﹅
の
鐘
が
あ
る
な
ど
、
学
問
的
に
殆
ど
意
味
を
な
さ
な
い
、
細
部
に
こ
だ
わ
ろ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
単
な
る
思
い
付
き
以
外
、
こ
こ
で
そ
の
動
機
を
上
げ
る
こ
と
は
、
難
し
い
。
そ
し
て
、
当
脚
注
が
一
般
読
者
や
海
外
の
読
者
を
導
く
先
は
、
文
学
史
か
ら
は
遠
く
離
れ
、
古
典
の
理
解
と
も
無
縁
の
、
出
口
の
見
え
な
い
袋
小
路
で
あ
ろ
う
。
新
大
系
の
当
脚
注
は
、
早
急
に
そ
の
内
容
を
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
日
本
の
古
典
文
学
の
普
及
に
は
、
一
般
読
者
や
海
外
の
読
者
に
対
し
て
こ
そ
、
注
釈
に
お
け
る
、
よ
り
正
し
い
知
識
の
提
供
が
必
須
、
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
文
学
研
究
の
進
展
も
、
そ
こ
に
根
差
し
て
い
る
。
加
え
て
、
当
脚
注
は
、
内
外
に
名
高
い
平
家
物
語
の
開
巻
劈
頭
に
置
か
れ
、
と
て
も
目
立
つ
位
置
を
占
め
て
い
る
。
現
行
の
形
で
は
、
誤
り
の
多
い
当
脚
注
は
、
以
降
の
注
に
対
し
て
ま
で
、
あ
ら
ぬ
疑
い
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
四
祇
園
精
舎
の
鐘
は
、
誰
が
鳴
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
祇
寺
図
経
の
本
文
を
読
む
と
、
そ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
は
、
容
易
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
も
そ
も
祇
園
精
舎
に
は
、
数
多
く
の
鐘
が
あ
っ
た
し
、
話
を
無
常
院
に
限
っ
て
も
、
無
常
院
と
無
常
堂
に
は
、
二
種
類
の
違
う
鐘
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
即
ち
、
無
常
院
の
銀
の
鐘
と
、
無
常
堂
の
頗
梨
の
鐘
で
あ
る
。
そ
し
て
、
須
弥
山
の
よ
う
な
形
を
し
た
銀
鐘
は
、
一
口
の
重
さ
が
十
万
斤
六
十
ト
ン
近
く
も
あ
っ
た
と
言
う
（
前
掲
本
文
、
注
六
参
照
）。
飽
く
ま
で
現
実
的
に
考
え
れ
ば
、
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
例
え
ば
長
安
の
鐘
（
図
四
）
の
重
さ
が
六
ト
ン
な
の
で
、
そ
の
十
口
分
に
相
当
す
る
。
六
十
ト
ン
の
重
さ
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
私
達
の
乗
る
、
電
車
の
車
両
一
両
分
が
約
三
十
ト
ン
、
新
幹
線
の
零
系
の
そ
れ
が
約
六
十
ト
ン
強
と
さ
れ
る
か
ら
、
電
車
二
両
分
、
新
幹
線
一
両
分
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
四
口
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あ
る
の
で
、
網
干
氏
の
風
鈴
説
に
従
う
と
、
電
車
八
両
な
い
し
、
新
幹
線
四
両
分
を
、
屋
根
の
四よ
角すみ
に
吊
る
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
仮
に
銀
六
十
ト
ン
を
立
方
体
に
換
算
す
る
な
ら
、
そ
の
一
辺
は
、
約
二
米
（
一
・
七
八
七
米
）
で
あ
る
（
因
み
に
、
頗
梨
水
晶
で
立
方
体
換
算
す
る
な
ら
、
一
辺
は
、
約
三
米
二
・
八
二
八
米
と
な
る
）。
そ
し
て
、
病
気
の
比
丘
が
逝
去
す
る
時
、
そ
の
銀
の
鐘
を
銀
の
槌
で
一
斉
に
打
ち
鳴
ら
す
の
が
、
四
人
の
銀
人
で
あ
っ
た
。
銀
人
の
背
丈
は
、
一
丈
二
尺
四
米
（
三
・
七
三
二
米
）
と
言
わ
れ
（
注
一
二
参
照
）、
巨
人
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
途
方
も
な
い
風
景
だ
が
、
無
常
院
の
鐘
に
つ
い
て
の
上
記
へ
の
答
え
は
、
そ
の
銀
人
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
よ
く
似
た
形
を
し
た
、
無
常
堂
の
鐘
は
、
事
情
が
や
や
異
な
る
。
無
常
堂
の
そ
れ
は
、
祇
寺
図
経
に
よ
る
と
、
病
気
の
僧
が
逝
去
す
る
時
、
自
然
に
鳴
る
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
無
常
堂
の
鐘
に
関
す
る
答
え
の
方
は
、
そ
の
鐘
は
、
誰
が
鳴
ら
す
の
で
も
な
く
、
自
ず
と
鳴
る
、
と
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
無
常
堂
の
鐘
が
鳴
る
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
た
だ
鳴
る
の
で
な
く
、
一
種
の
条
件
が
あ
る
ら
し
い
。
即
ち
、
祇
寺
図
経
の
本
文
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
鼻
有
一
金
毘
侖
、
乗
金
師
子
、
手
執
白
払
。
病
僧
気
将
大
漸
、
是
金
毘
侖
、
口
説
常
苦
空
我
。
手
挙
白
払
、
鐘
即
自
鳴
つ
ま
り
、
無
常
堂
の
頗
梨
鐘
の
取
っ
手
の
上
に
は
、
金
色
の
師
子
に
乗
っ
た
、
一
人
の
「
金
毘
侖
」
が
お
り
、
手
に
は
白
払
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
金
毘
侖
が
口
に
苦
諦
の
四
行
相
を
唱
え
、
白
払
を
高
く
差
し
上
げ
た
時
、
鐘
が
自
然
に
鳴
り
始
め
る
、
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
金
毘
侖
と
は
一
体
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
金
毘
侖
の
こ
と
が
、
か
ね
て
よ
り
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
最
後
に
、
そ
の
金
毘
侖
の
正
体
に
関
す
る
一
考
を
、
試
み
て
お
き
た
い
。
さ
て
、
祇
寺
図
経
に
記
さ
れ
る
金
毘
侖
と
は
、
何
の
こ
と
な
の
で
あ
う
か
。
そ
の
こ
と
に
早
く
触
れ
る
の
は
、
御
橋
悳
言
氏
の
『
平
家
物
語
略
解
』（
昭
和
４
年
）
で
あ
り
、
そ
の
「
諸
行
無
常
の
響
」
の
注
に
、「
祇
園
図
経
下
に
出
で
た
り
」
と
し
て
、
金
侖
（
鰐
の
梵
語
）
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
但
し
、
鰐
を
差
す
、
金
侖
な
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
、
存
在
し
な
い
ら
し
く
（
田
中
典
彦
氏
教
示
）、
御
橋
氏
は
、
お
そ
ら
く
織
田
仏
教
大
辞
典
（
大
正
６
年
）
の
「
コ
ン
ピ
ラ
」
の
項
に
、
金
毘
羅
…
…
訳
、
蛟
竜
。
鰐
魚
な
る
べ
し
と
あ
る
の
に
、
よ
ら
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
（
御
橋
氏
以
降
、
金
毘
侖
に
言
及
す
る
、
平
家
物
語
の
注
釈
は
、
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
）。
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
の
が
前
掲
、
往
生
要
集
の
石
田
注
で
、
そ
の
末
尾
に
、
金
毘
崙
は
金
毘
羅
、
す
な
わ
ち
鰐
魚
、
蛟
竜
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
従
来
、
金
毘
侖
は
、
鰐わに
（
蛟
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）
と
捉
え
ら
れ
て
来
た
こ
と
が
、
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
上
記
祇
寺
図
経
の
本
文
は
、
金﹅
色﹅
の﹅
ラ
イ
オ
ン
の
上
に
、
原﹅
色﹅
の
ワ
ニ
が
乗
っ
て
い
る
、
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ど
う
見
て
も
何ど
処こ
か
お
か
し
い
。
加
え
て
、
金
毘
侖
を
鰐
と
す
る
見
解
に
は
、
な
お
幾
つ
か
の
疑
義
が
あ
る
。
そ
の
理
由
を
一
、
二
、
以
下
に
列
挙
し
よ
う
。
⑴
金
毘
侖
を
鰐
魚
の
梵
語
表
記
と
す
る
の
は
、
金
毘
侖﹅＝
金
毘
羅﹅
と
見
做
す
こ
と
に
基
づ
く
が
、
そ
の
金
毘
羅﹅
を
、
金
毘
侖﹅
と
す
る
用
例
は
、
他
に
見
当
た
ら
な
い
。
⑵
「
金
毘
侖
」
な
る
語
は
、
祇
寺
図
経
に
し
か
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
⑶
「
鼻
有
一
金﹅
毘
侖
、
乗
金﹅
師
子
」
と
記
す
、
祇
寺
図
経
の
本
文
か
ら
、「
金﹅
毘
侖
」
は
、「
金﹅
師
子
」
に
対
す
る
も
の
で
、
例
え
ば
金﹅
の﹅
師
子
に
対
し
、
金﹅
の﹅
毘
侖
と
訓
読
す
べ
き
語
で
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
金
毘
侖
は
、
一
語
で
は
な
く
、
二
語
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鰐
と
す
る
な
ら
、
毘
侖
を
鰐
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
、
存
在
し
な
い
（
田
中
典
彦
氏
教
示
）。
⑷
現
行
の
祇
寺
図
経
の
本
文
は
、
江
戸
時
代
の
刊
本
に
基
づ
く
。
そ
の
底
本
の
本
文
に
疑
義
の
あ
る
こ
と
は
、
既
に
乗
春
も
指
摘
し
て
い
た
が
（
刊
本
跋
）
実
際
、
現
行
刊
本
に
は
例
え
ば
上
巻
、
菩
薩
十
二
因
縁
之
院
の
、「
中
有
鐘
。
有
金
猶
子
、
如
小
倭
子
…
…
此
猶
子
、
是
摩
那
斯
竜
王
所
造
。
如
来
欲
涅
槃
時
、
苟
子
眼
中
、
血
出
唱
言
」（
14
ウ
｜
15
オ
）
な
ど
、
原
本
に
お
け
る
誤
写
の
疑
わ
れ
る
例
が
あ
り
、「
金
毘
侖
」
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
そ
れ
ら
⑴
｜
⑷
の
疑
義
を
考
え
併
せ
る
と
、
金
毘
侖
を
金
毘
羅
と
見
做
し
、
鰐
魚
の
意
と
す
る
説
に
は
直
ち
に
同
じ
難
く
、
現
行
刊
本
の
金
毘
侖
の
表
記
に
は
、
誤
写
を
疑
う
に
十
分
な
も
の
が
あ
る
。
特
に
上
記
⑶
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
鰐
魚
説
は
、
金
毘
侖
が
金
と
毘
侖
の
二
語
か
ら
成
る
こ
と
に
気
付
か
ず
、
単
に
音
の
類
似
か
ら
、
そ
れ
を
金
毘
羅
に
付
会
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
⑶
が
一
見
、
一
語
に
見
え
る
金
毘
侖
を
、
金
毘
侖
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
で
、
そ
の
こ
と
は
、
ま
ず
「
金﹅
師
子
」
と
「
金﹅
毘
侖
」
の
対
比
か
ら
、
上
の
部
分
（
金
）
に
誤
り
が
な
い
こ
と
、
従
っ
て
、
誤
り
は
、
そ
の
下
の
毘
侖
の
部
分
に
あ
る
こ
と
を
、
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
そ
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
結
果
と
し
て
毘
侖
と
い
う
形
に
誤
ら
れ
た
、
つ
ま
り
毘
侖
に
よ
く
似
た
、
元
の
語
を
考
え
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
同
じ
祇
寺
図
経
上
巻
の
本
文
に
、
字
形
が
「
毘
侖
」
に
酷
似
す
る
、
興
味
深
い
例
が
目
に
留
ま
る
。
そ
れ
は
丁
度
、
無
常
院
を
擁
す
る
「
大
院
西
巷
門
西
、
自
分
六
院
」（
参
図
一
、
９
⑧
）
の
左
、「
大
門
之
西
、
又
有
七
院
」（
参
考
図
一
、
４
136
④
）
の
内
の
、
上
（
南
）
か
ら
第
五
の
学
人
問
法
之
院
、
及
び
、
第
二
の
縁
覚
十
二
因
縁
之
院
に
関
す
る
、
二
箇
所
の
記
述
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
（
大
正
蔵
85
頁
下
段
、
85
頁
中
段
、
国
書
刊
行
会
版
卍
続
蔵
372
頁
下
段
）。
そ
れ
ら
の
本
文
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
・
唯
有
一
竹
鐘
、
形
相
如
鈴
。
本
是
乾
婆
王
所
造
。
鐘
鼻
有
金
崑
崙
、
手
自
提
槌
。
至
時
便
只
、
声
如
人
琴
。
聞
止
当
院
（
学
人
問
法
之
院
）
・
中
有
金
鐘
。
形
如
三
箇
牛
角
、
小
頭
相
連
。
上
有
昆
崙
子
形
、
作
金
鐘
鼻
。
至
時
微
風
吹
動
、
声
聞
八
里
（
縁
覚
十
二
因
縁
之
院
）
両
者
の
線
部
は
、
共
に
鐘
の
鼻
の
作
り
物
を
言
う
点
（
乾けんだつ
婆ば
は
、
八
部
衆
の
一
と
さ
れ
る
楽
神
で
、
緊
那
羅
と
共
に
、
帝
釈
天
に
奉
侍
す
る
）、
無
常
堂
の
鐘
の
金
毘
侖
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
前
者
の
線
部
、
金
崑
崙
で
、「
金
」
を
伴
う
こ
と
ま
で
、
金
毘
侖
と
一
致
し
て
い
る
。
後
者
の
線
部
、
昆
崙
子
は
、「
昆
崙
」
に
子
の
付
い
た
語
で
、
例
え
ば
梁
、
慧
皎
の
高
僧
伝
五
の
道
安
伝
に
、
道
安
の
崑
崙
子
と
渾あだ
名な
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
の
は
、
有
名
な
話
で
あ
る
（
崑
崙
は
、
黒
人
の
意
後
述
。
道
安
は
色
が
黒
か
っ
た
こ
と
か
ら
）。
崑
崙
は
、
昆
侖
な
ど
と
も
表
記
さ
れ
（
後
者
は
現
に
「
昆﹅
崙
子
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）、
毘
侖
と
字
形
の
酷
似
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
記
線
部
の
二
つ
の
用
例
こ
そ
は
、
件
の
毘﹅
侖
が
、
実
は
昆﹅
侖
の
誤
記
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
金
毘﹅
侖
は
、
金
昆﹅
侖
と
訂
正
、
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
強
力
に
示
唆
す
る
、
貴
重
な
証
拠
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
と
は
言
え
、
さ
ら
に
証
拠
能
力
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
飽
く
ま
で
間
接
証
拠
の
域
に
、
留
ま
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
右
の
、
毘﹅
侖
昆﹅
侖
の
誤
記
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
次
に
、
よ
り
直
接
的
な
そ
の
証
拠
を
博
捜
、
検
討
し
よ
う
。
例
え
ば
往
生
要
集
の
古
注
釈
と
し
て
名
高
い
も
の
に
、
浄
土
宗
鎮
西
派
の
三
世
、
良
忠
（
一
一
九
九
｜
一
二
八
七
）
に
よ
る
、
往
生
要
集
義
記
三
巻
八
冊
が
あ
る
。
そ
の
巻
上
第
二
に
は
、
往
生
要
集
の
、
祇
園
寺
無
常
堂
四
角
有
頗
梨
鐘
な
る
本
文
の
引
用
と
、
そ
の
注
釈
が
存
し
て
い
て
、
そ
こ
に
は
、
祇
寺
図
経
本
文
の
古
い
引
用
が
見
え
る
。
今
、
そ
の
往
生
要
集
義
記
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
浄
土
宗
全
書
15
所
収
に
拠
り
、
古
活
字
本
と
版
本
を
参
照
し
た
。
本
文
に
校
異
番
号
を
付
し
、
両
本
と
の
異
同
を
、
一
括
し
て
末
尾
に
掲
げ
る
活
は
、
古
活
字
本
、
版
は
、
版
本
を
表
わ
し
て
い
る
。
）。
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●
祇
園１
寺
無
常
堂
四
角２
、
有
頗
梨
鐘
等ト
者
有
本
無
之
裏
書ニ
云
…
…
祇
園３
図
経ニ
云
、
無
常
院ノ
中ニ
、
有リ
一ノ
堂
、
但
以ヲ
白
銀ヲ
飾レ
。リ
院ニ
有
八
鐘
、
四ハ
白
銀
四ハ
頗
梨ナ
。リ
銀
鐘ハ
在
院ノ
四
角ニ
、
起テヽ
台ヲ
置ク
之ヲ
。
頗
梨
鐘ハ
者
、
在
無
常
堂ノ
四
隅４ニ
。
其ノ
頗
梨
鐘ノ
形チ
如シ
腰
鼓ノ
。
鼻ニ
有
一ノ
金
崙５
、
乗テ
金ノ
師
子ニ
、
手ニ
執レリ
白
払ヲ
。
病
僧ノ
気
将ニ
大
漸セ
ント、
是
金
崙６
、
口ニ
説キ
無
常
苦
空
無
我ヲ
、
手ニ
挙ルニ
白
払ヲ
、
鐘
即チ
自ラ
鳴ル
。
音ノ
中ニ
亦
説
諸
行
無
常
乃至
寂
滅
為
楽ヲ
。
病
僧
聞テ
音ヲ
、
苦
悩
即チ
除テ
、
得ルコト
清
涼ノ
楽ヲ
、
如ニシテ
入ルカ
三
昧ニ
、
垂ンタリ
生スルニ
浄
土ニ
。
若シ
大
徳ノ
人ナ
、レハ
四ノ
頗
梨
鐘ノ
腹ヨリ
放
大
光
明ヲ
。
光
中ニ
所ハ
説
、
菩
薩ノ
六
度ナ
。リ
病
人
見テ
光ヲ
、
生ス
諸
仏ノ
国ニ
。
而ニ
是
鐘ノ
光
、
随テ
亡
神ニ
往キ
所
生ノ
之
処ニ
、
奪ヒ
日
月ノ
光ヲ
、
蔽７フ
諸
天ノ
光ヲ
。
上ノ
銀
鐘ハ
者
、
帝
釈ノ
所
作ナリ。
頗
梨
鐘ハ
者
、
月
天
子ノ
所
造ナ
。リ
其ノ
声ノ
所
至ル
、
百
億
世
界ナ
。リ
至
仏ノ
滅
後ニ
、
二
鐘
上リ
去テ
、
各ノ
還ル
本
土ニ
已上
校
異
１
、
３
園
、
活
版
薗
。
２
角
、
活
版
隅
。
４
隅
、
活
版
角
。
５
、
６
崙
、
活
。
７
蔽
、
活
弊
右
は
、
上
掲
祇
寺
図
経
の
本
文
を
、
ほ
ぼ
忠
実
に
引
用
し
た
も
の
だ
が
（
無
常
院
の
銀
鐘
の
こ
と
な
ど
を
省
い
て
い
る
）、
祇
寺
図
経
の
現
行
本
文
と
較
べ
て
み
る
と
、
イ
但
以
白
銀
飾﹅
（
図
経
「
但
以
白
銀
」）
ロ
在
無
常
堂
四
角﹅
（
古
活
字
、
版
本
。
図
経
「
在
無
常
堂
四
隅﹅
」。
前
掲
校
異
２
、
４
参
照
）
ハ
如
入
三
昧﹅
（
図
経
「
如
入
三
禅﹅
」）
ニ
帝
釈
所
作﹅
（
図
経
「
帝
釈
所
造﹅
」）
等
の
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
く
。
中
で
、
問
題
の
金
毘
侖
に
関
し
て
は
、
・
金
崙﹅
（
古
活
字
、
版
本
「
金
﹅
」、
前
掲
校
異
５
、
６
参
照
。
図
経
「
金
毘
侖﹅
」）
と
い
う
表
記
の
相
違
が
あ
っ
て
、
そ
の
｜
毘
の
違
い
は
、
一
つ
の
漢
字
を
め
ぐ
る
、
異
体
の
そ
れ
に
過
ぎ
な
い
が
、
崙
（
）
｜
侖
の
違
い
は
、
現
行
祇
寺
図
経
の
「
侖
」
に
、
山
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
当
然
別
字
と
す
べ
く
、
さ
ら
に
そ
の
義
記
の
表
記
「
崙
（
）」
が
、
昆
侖
の
通
常
表
記
、
崑
崙﹅
（
﹅
）
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
面
白
い
事
実
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
良
忠
は
、
実
際
に
祇
寺
図
経
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
う
や
ら
そ
う
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
上
掲
の
往
生
要
集
義
記
に
、「
裏
書
云
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
良
忠
の
言
う
、
そ
の
裏
書
と
は
、
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
実
は
、
良
忠
の
往
生
要
集
義
記
に
先
行
す
る
、
や
は
り
往
生
要
集
の
古
注
釈
書
た
る
、
天
台
僧
真
源
（
一
〇
六
四
｜
一
一
三
六
）
の
往
生
要
集
裏
書
一
巻
の
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
真
源
は
、
著
名
な
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
日
吉
山
王
利
生
記
七
・
１
や
三
国
伝
記
七
・
九
「
真
源
法
師
値
死
138
亡
之
師
事
」
な
ど
に
、
そ
の
説
話
が
見
え
て
お
り
、
ま
た
、
順
次
往
生
講
式
の
作
者
と
し
て
も
、
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
他
、
も
う
一
本
の
往
生
要
集
古
注
釈
、
往
生
要
集
依
憑
記
三
巻
を
著
し
て
い
る
。
真
源
の
往
生
要
集
裏
書
は
、
往
生
要
集
の
最
古
の
注
釈
の
一
つ
で
目
下
、
真
福
寺
本
（
文
暦
二
一
二
三
五
年
写
）、
金
沢
文
庫
本
（
鎌
倉
末
期
写
）
の
二
本
の
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
往
生
要
集
義
記
が
「
裏
書ニ
云
」
と
す
る
部
分
即
ち
、
祇
寺
図
経
の
引
用
部
分
は
、
二
本
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
今
、
真
福
寺
本
を
底
本
と
し
、
金
沢
文
庫
本
と
の
文
字
の
異
同
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
本
文
に
校
異
番
号
を
付
し
、
金
沢
文
庫
本
の
文
字
の
異
同
を
、
一
括
し
て
末
尾
に
掲
げ
る
（
金
は
、
金
沢
文
庫
本
、
□無
は
、
そ
の
文
字
が
無
い
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
表
わ
す
）。
本
文
云
、
祇
薗
寺ノ
常
堂ノ
四
隅ニ
、
有
頗
梨
鐘
同
。
裏
書
云
…
…
祇
薗
図
経ニ
云
、
無
常
院ノ
中ニ
、
有
一ノ
堂
、
但
以テ
白
銀
飾レ
。リ院ニ
有
八ノ
鐘
、
四ハ
白
銀
四１
頗
梨
、
銀ノ
鐘ハ
在
院ノ
四ノ
角ニ
、
起チ
台
置
之
。
頗
梨
鐘
者
、
在
無２
常
堂ノ
四ノ
角ニ
。
其
頗
梨
鐘
、
形
如
腰
鼓ノ
。
鼻ニ
有
一ノ
金ノ
３
毘４
侖
、
乗テ
金ノ
師
子ニ
、
手ニ
執レリ
白
払
。
病
僧
気
将スルトキニ
大
漸セ
、ムト
是ノ
金ノ
昆５
侖
、
口ニ
説キ
常
苦
空
我ヲ
、
手ヲモテ
挙クルニ
白
払６
、
鐘
即
自
鳴ル
。
音ノ
中ニ
亦
説
諸
行
常
乃
至
寂
滅
為
楽ト
。
病
僧
聞テ
音
、
苦
悩
即
除ノソ
、コツテ
得
清
涼ノ
７
楽ヲ
、
如ク
入
三
禅ニ
垂スルカ
生ト
浄
土ニ
。
若
大
徳ノ
人マ
、セハ
四ノ
頗
梨ノ
鐘
、
腹ハラヨリ
放ツ
８
大
光
明ヲ
。
光ノ
中ニ
所ハ
説
、
菩
薩ノ
六９
度
。
病10
人
見
光ヲ
、
生ル
諸
仏ノ
国ニ
。
而
是ノ
鐘ノ
光
、
随テ
亡
神
往ニ
所
生
之
処ニ
。
奪ヒ
日
月ノ
光ヲ
、
蔽ス
諸
天ノ
光ヲ
。
上
銀ノ
鐘
者
、
帝
尺ノ
所
作
。
頗
梨ノ
鐘
者
、
月
天
子ノ
所
造
。
其ノ
声ノ
所
至
、
百
億ノ
11
世
界
。
至テ
仏ノ
滅
後ニ
、
二ノ
鐘
上ニ
去テ
、
各
還ル
本
土ニ
云
々
。
校
異
１
四
、
金
□無
。
２
無
、
金
。
３
金
、
金
上
に
見
せ
消
ち
符
号
を
付
し
た
「
念
」
あ
り
。
４
毘
、
金
昆
。
５
昆
、
金
毘
。
６
払
、
金
仏
。
７
涼
、
金
冷
。
８
放
、
金
。
９
六
、
金
三
。
10
病
、
底
本
、
補
入
記
号
を
付
し
て
、
右
下
傍
記
。
11
億
、
金
徳
右
を
見
る
と
、
無
常
院
の
銀
鐘
の
こ
と
等
、
祇
寺
図
経
の
省
略
法
な
ど
が
前
掲
、
往
生
要
集
義
記
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
良
忠
は
「
裏
書ニ
云
」
と
し
て
、
正
し
く
真
源
の
往
生
要
集
裏
書
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
確
認
出
来
る
。
つ
ま
り
良
忠
は
、
祇
寺
図
経
そ
の
も
の
を
見
た
訳
で
は
な
い
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
は
前
述
、
往
生
要
集
に
よ
る
、
祇
寺
図
経
の
引
用
以
降
、
我
が
国
に
お
け
る
無
常
堂
の
鐘
の
記
述
に
は
、
祇
寺
図
経
そ
の
も
の
に
よ
る
以
外
に
、
例
え
ば
真
源
の
往
生
要
集
裏
書
（
或
い
は
、
良
忠
の
往
生
要
集
義
記
な
ど
）
に
よ
る
も
の
が
、
十
分
あ
り
得
る
こ
と
を
示
す
点
、
今
後
の
注
意
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
例
え
ば
往
生
要
集
義
記
に
つ
い
て
上
げ
た
、
そ
の
現
行
図
経
と
は
異
な
る
イ
｜
ニ
の
内
、
イ
但
以
白
銀
飾﹅
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ロ
在
無
常
堂
四
角﹅
（
古
活
字
、
版
本
）
ニ
帝
釈
所
作﹅
の
三
例
は
、
そ
の
ま
ま
往
生
要
集
裏
書
に
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
十
二
世
紀
以
前
に
お
け
る
、
古
い
祇
寺
図
経
本
文
の
形
を
、
伝
え
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
さ
て
、
例
え
ば
右
の
金
沢
文
庫
本
と
の
校
異
、
１
｜
11
を
眺
め
て
み
る
と
、
そ
の
内
の
１
、
３
、
６
、
７
、
８
、
９
、
11
な
ど
七
例
は
、
明
ら
か
に
金
沢
文
庫
本
の
誤
写
と
見
て
、
差
し
支
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
金
沢
文
庫
本
、
ま
た
、
往
生
要
集
義
記
と
の
比
較
に
お
い
て
、
看
過
し
難
い
異
同
を
示
す
の
が
、
そ
の
４
、
５
の
二
例
で
あ
る
。
即
ち
、
現
行
図
経
の
二
箇
所
に
記
さ
れ
る
、
件
の
金
毘
侖
に
関
し
、
真
福
寺
本
は
、
一
つ
目
の
そ
れ
を
、
金
昆﹅
侖
と
表
記
し
、
ま
た
、
金
沢
文
庫
本
は
、
二
つ
目
の
そ
れ
を
同
じ
く
、
金
昆﹅
侖
と
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
十
）。
こ
の
こ
と
は
、
大
変
重
要
で
、
現
行
の
祇
寺
図
経
に
見
え
る
、
二
箇
所
の
金
毘
侖
は
、
や
は
り
誤
記
で
あ
り
、
そ
の
金
毘
侖
は
本
来
、
金
昆
侖
（
金
崑
崙
）
と
あ
っ
た
も
の
が
、
何
時
し
か
金
毘
侖
と
誤
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
示
す
、
直
接
的
な
証
拠
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ま
た
、
往
生
要
集
義
記
は
、
そ
れ
が
か
つ
て
金
崑
崙
（
金
）
で
あ
っ
た
こ
と
の
名
残
を
、
留
め
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
現
存
往
生
要
集
裏
書
の
二
本
が
、
二
つ
の
金
昆
侖
を
、
交
互
に
金
毘
侖
に
誤
っ
て
い
る
こ
と
も
、
極
め
て
興
味
深
い
現
象
で
、
そ
の
こ
と
は
、
金
昆
侖
が
金
毘
侖
に
誤
ら
れ
て
ゆ
く
、
過
程
そ
の
も
の
を
反
映
し
た
、
貴
重
な
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
往
生
要
集
裏
書
を
始
め
と
す
る
、
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
幾
つ
も
の
徴
証
か
ら
、
祇
寺
図
経
の
金
毘
侖
（
毘
侖
）
は
、
金
昆
侖
（
昆
侖
）
の
誤
り
と
断
じ
て
良
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
早
く
も
戦
前
、
そ
の
金
毘
侖
を
、
金
昆
侖
（
金
崑
崙
）
と
断
じ
て
い
た
書
物
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
菊
池
敏
彦
氏
の
『
梵
鐘
起
原
沿
革
考
』
と
い
う
、
二
百
頁
足
ら
ず
の
小
冊
で
、
そ
の
五
章
四
（
153
｜
154
頁
）
に
お
い
て
、
菊
池
氏
は
、
無
常
堂
の
鐘
を
説
明
し
て
、
頗
梨
鐘
は
そ
の
形
状
腰
鼓
の
如
く
に
し
て
、
鼻
（
頂
上
）
に
一
の
金
崑
崙
が
ゐ
ま
し
て
、
金
獅
子
に
乗
り
て
手
に
白
い
払
子
を
図十 往生要集裏書の昆侖
真
福
寺
本
金
沢
文
庫
本
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執
つ
て
ゐ
ま
す
。
病
僧
が
将
に
命
終
せ
ん
と
す
る
時
に
は
、
此
の
金
崑
崙
が
口
に
無
常
苦
、
空
無
我
を
説
き
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
氏
は
、「
祇
寺
図
経
に
…
…
拠
れ
ば
」
と
さ
れ
る
の
み
で
、
他
に
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
菊
地
氏
の
そ
の
眼
に
は
、
心
か
ら
の
賛
嘆
を
禁
じ
得
な
い
。
五
祇
寺
図
経
に
お
け
る
、
件
の
金
毘
侖
が
金
昆
侖
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
は
、
さ
ら
に
も
う
一
点
、
そ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
、
極
め
て
面
白
い
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
唐
、
張
彦
遠
（
八
一
五
｜
八
七
六
）
の
歴
代
名
画
記
十
巻
で
あ
る
。
歴
代
名
画
記
は
、
中
国
美
術
史
に
お
け
る
画
史
、
画
論
の
書
と
し
て
著
名
な
も
の
で
、
例
え
ば
そ
の
巻
三
「
記
両
京
外
州
寺
観
画
壁
」
は
、
両
京
（
長
安
、
洛
陽
）
の
寺
院
の
壁
画
に
数
多
く
描
か
れ
た
、
涅
槃
変
、
浄
土
変
、
地
獄
変
等
、
当
時
の
所
謂
、
変
相
図
の
実
態
な
ど
を
記
録
す
る
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
だ
が
、
そ
の
「
東
都
寺
観
等
壁
画
」
に
お
け
る
、「
敬
愛
寺
」
の
大
門
の
記
述
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
面
白
い
一
節
が
見
え
て
い
る
。
今
、
岡
村
繁
、
谷
口
鉄
雄
氏
の
訳
文
に
よ
っ
て
そ
れ
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
末
尾
（
）
内
に
、
原
文
を
添
え
る
）。
東
禅
院
の
般
若
台
の
内
に
あ
る
仏
事
。
中
門
の
両
神
像
。
大
門
の
内
外
に
あ
る
四
つ
の
金
剛
力
士
像
、
な
ら
び
に
獅
子
・
崑
崙
そ
れ
ぞ
れ
二
体
。
な
ら
び
に
送
迎
一
対
の
金
剛
像
・
神
王
像
お
よ
び
四
大
獅
子
。
両
食
堂
・
講
堂
の
両
聖
僧
。
以
上
、
い
ず
れ
も
弘
果
の
塑
造
。
（
東
禅
院
般
若
台
内
仏
事
。
中
門
両
神
。
大
門
内
外
四
金
剛
、
獅
子
・
崑
崙
各
二
。
迎
送
金
剛
・
神
王
、
及
四
大
獅
子
。
両
食
堂
・
講
堂
両
聖
僧
。
已
上
並
是
弘
果
塑
）
右
は
、
洛
陽
に
あ
っ
た
、
敬
愛
寺
の
大
門
の
内
外
に
置
か
れ
た
、
諸
像
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
、
四
体
の
金
剛
力
士
と
並
ん
で
、獅
子
・
崑
崙
各
二
の
見
え
る
こ
と
が
興
味
深
い
（
共
に
、
唐
の
とう
弘こう
果か
の
作
と
言
う
）。
そ
れ
は
、
二
組
の
獅
子
、
崑
崙
の
像
で
あ
ろ
う
が
、
道
宣
の
言
う
、
鼻
有
一
金
昆毘
）
侖
、
乗
金
師
子
が
実
際
、
唐
代
に
塑
像
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
、
証
言
で
あ
る
。
ま
た
、
獅
子
と
崑
崙
と
の
セ
ッ
ト
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
祇
寺
図
経
と
一
致
し
、
或
い
は
、
そ
れ
が
複
数
組
、
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
図
経
と
共
通
す
る
な
ど
（
敬
愛
寺
は
二
組
、
無
常
堂
は
四
組
）、
上
記
歴
代
名
画
記
の
一
節
は
、
祇
寺
図
経
の
記
述
が
、
当
時
の
仏
教
芸
術
と
深
く
関
連
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
、
極
め
て
重
要
な
例
と
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
て
、
そ
の
崑
崙
と
は
、
一
体
何
か
。
上
掲
訳
文
の
そ
の
注
（
一
六
八
。
318
頁
上
段
）
を
見
る
と
、
崑
崙
崑
崙
子
、
崑
崙
奴
と
も
い
い
、
崑
崙
地
方
（
南
海
の
諸
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）
か
ら
き
た
黒
人
奴
隷
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
形
ど
っ
た
異
形
の
人
物
像
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
具
体
的
に
ど
う
い
う
像
を
指
す
の
か
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
そ
の
崑
崙
は
、
世
界
帝
国
と
称
さ
れ
る
、
隋
唐
王
朝
の
国
際
関
係
の
発
展
、
充
実
に
伴
い
、
齎
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
例
え
ば
西
域
と
の
接
点
に
当
た
る
敦
煌
が
、
仏
教
都
市
と
し
て
隆
盛
を
迎
え
る
こ
と
や
、
海
東
の
我
が
国
が
、
盛
ん
に
遣
隋
、
遣
唐
使
を
派
遣
し
た
の
も
、
そ
の
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
思
え
ば
祇
寺
図
経
そ
の
も
の
が
、
入
唐
僧
の
円
珍
に
よ
っ
て
、
彼
の
土
か
ら
持
ち
帰
ら
れ
た
典
籍
に
外
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
右
の
訳
注
に
、
崑
崙
が
、「
た
だ
し
具
体
的
に
ど
う
い
う
像
を
指
す
の
か
不
詳
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
崑
崙
な
る
語
の
意
味
は
、
未
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
最
後
に
崑
崙
の
語
義
に
一
考
を
加
え
、
小
稿
を
締
め
括
る
こ
と
に
し
た
い
。
決
し
て
知
ら
な
い
言
葉
で
は
な
い
が
、
そ
の
意
味
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
中
々
難
し
い
崑
崙
は
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
を
探
る
べ
く
、
崑
崙
に
つ
い
て
の
基
礎
的
論
考
、
二
の
冒
頭
を
上
げ
て
お
き
た
い
。
次
に
示
す
の
は
、
駒
井
義
明
氏
「
崑
崙
考
」
及
び
、
桑
田
六
郎
氏
「
南
洋
崑
崙
考
」
の
書
き
出
し
の
部
分
で
あ
る
。
・
凡
そ
支
那
学
に
志
す
も
の
に
は
崑
崙
な
る
語
は
非
常
に
親
し
い
言
葉
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
其
内
容
は
甚
だ
複
雑
多
岐
で
一
言
之
を
蓋
ふ
を
得
ぬ
。
こ
れ
茲
に
一
文
を
草
し
て
聊
か
こ
れ
に
つ
き
具
陳
す
る
所
以
で
あ
る
。
扨
現
代
に
於
て
崑
崙
と
い
ふ
の
は
、
ア
ジ
ア
の
中
部
を
横
断
す
る
崑
崙
山
脈
の
謂
で
あ
る
が
、
往
古
は
こ
れ
と
異
な
る
意
味
内
容
を
有
し
た
様
で
あ
る
。
今
こ
れ
を
次
に
述
べ
る
が
便
宜
上
分
つ
て
、
北
に
於
け
る
崑
崙
及
南
に
於
け
る
崑
崙
の
二
に
す
る
（「
崑
崙
考
」）。
・
崑
崙
に
二
様
の
使
ひ
方
が
あ
る
。
一
は
西
域
の
崑
崙
で
あ
り
、
一
は
南
洋
の
崑
崙
で
あ
る
。
吾
人
の
考
へ
で
は
、
両
者
は
余
り
関
係
は
な
い
。
す
な
は
ち
南
洋
の
崑
崙
の
字
は
、
西
域
の
崑
崙
の
字
か
ら
来
て
居
る
か
と
思
は
れ
る
が
そ
の
起
源
や
内
容
に
至
つ
て
は
全
然
関
係
が
な
い
。
こ
れ
は
本
よ
り
自
分
が
南
洋
の
崑
崙
を
研
究
し
た
結
果
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
が
、
読
者
の
誤
解
を
恐
れ
て
、
冒
頭
に
一
言
し
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。
従
つ
て
自
分
が
こ
ゝ
に
論
説
す
る
所
は
、
標
題
の
如
く
、
一
に
南
洋
の
崑
崙
に
就
い
て
の
み
で
あ
る
か
ら
、
論
説
中
単
に
崑
崙
と
あ
る
も
、
南
洋
の
崑
崙
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
い
て
戴
き
た
い
（「
南
洋
崑
崙
考
」）
右
の
二
論
考
を
読
む
と
、
崑
崙
に
関
す
る
定
義
の
困
難
な
理
由
が
、
簡
明
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
崑
崙
に
は
古
来
、
北
（
西
）
と
南
の
そ
れ
と
い
う
、
異
な
る
二
つ
の
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
後
者
（
南
）
は
、
前
者
（
北
西
）
か
ら
派
生
し
た
も
の
な
が
ら
、
起
源
や
内
容
な
ど
の
意
味
的
に
は
、
全
く
無
関
係
と
考
え
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ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
（「
南
洋
崑
崙
考
」）。
北
（
西
）
と
南
の
崑
崙
の
詳
細
は
、
二
論
考
に
就
か
れ
た
く
、
今
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
崑
崙
地
方
（
南
海
の
諸
島
）
か
ら
き
た
黒
人
奴
隷
の
こ
と
（
前
掲
『
歴
代
名
画
記
』
訳
注
）
な
の
で
、
そ
れ
ら
二
つ
の
崑
崙
の
内
、
南
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
が
、
確
認
出
来
よ
う
。
そ
の
南
の
崑
崙
の
早
い
用
例
と
し
て
、
従
来
知
ら
れ
る
も
の
に
、
例
え
ば
唐
、
義
浄
（
六
三
五
｜
七
一
三
）
に
よ
る
、
南
海
寄
帰
内
法
伝
一
の
、
良
為
掘
倫
初
至
交
広
、
遂
使
総
喚
崑
崙
国
焉
。
唯
此
崑
崙
、
頭
捲
体
黒
。
自
余
諸
国
、
与
神
州
不
殊
や
（
交
広
は
、
交
州
と
広
州
。
神
州
は
、
中
国
の
こ
と
）、
旧
唐
書
一
九
七
南
蛮
列
伝
一
四
七
の
、
自
林
邑
以
南
、
皆
巻
髪
黒
身
、
通
号
為
崑
崙
な
ど
が
あ
る
（
林
邑
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
）。
さ
て
、
例
え
ば
織
田
仏
教
大
辞
典
の
「
崑
崙
国
」
に
、
本
名
、
掘
倫
。
交
広
の
人
呼
ん
で
崑
崙
と
す
。
黒
色
人
の
住
む
国
の
名
。
今
の
「
ジ
ャ
ワ
」「
ス
マ
タ
ラ
」
な
ど
と
し
、
ま
た
、
そ
の
「
崑
崙
子
」
に
、
又
、
崑
崙
奴
。
崑
崙
国
の
黒
人
を
云
ふ
…
…
和
語
に
「
ク
ロ
ン
バ
ウ
」
と
さ
れ
る
等
が
、
南
の
崑
崙
の
一
般
的
な
意
味
と
な
る
。
そ
し
て
、
上
掲
『
歴
代
名
画
記
』
の
訳
注
も
、
そ
れ
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
時
代
は
聊
か
降
る
が
、
室
町
時
代
文
安
三
（
一
四
四
六
）
年
に
勧
勝
寺
の
行
誉
が
撰
ん
だ
類
書
、
囊
鈔
の
巻
二
・
三
十
四
「
崑
崙
事
」（
塵
添
本
四
・
四
十
二
）
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
（
正
保
版
本
に
拠
る
）。
〔
上
略
〕
此
山
ハ
、
天
竺
ニ
ア
リ
。
則
崑
崙
国
ト
云
国
ア
リ
。
南
海ノ
諸
州
十
余
国ノ
中
、
仏
遊
羅
国
ト
云
国ノ
東
ニ
当
レ
リ
。
又
、
掘
倫
国
共
云
也
。
此
国ノ
人
体
ヲ
摸ホ
セ
ル
舞
ヲ
、
崑
崙
ト
云
也
。
但
シ
、
口
伝
ニ
、
ク
ワ
ン
ト
云
也
。
十
妓キ
楽ガク
内
ニ
ア
リ
。
十
妓
楽
ヲ
ハ
、
興
福
寺ノ
仏
生
会
ニ
舞
也
。
仏ノ
生
レ
給
ヲ
喜
テ
、
異
類
参
リ
集アツマレ
ル
姿
ナ
ル
ヘ
シ
蓋
囊
鈔
は
前
述
、
南
海
寄
帰
内
法
伝
に
基
づ
く
ら
し
い
記
述
の
後
（
仏
遊
羅
国
は
、
南
海
寄
帰
内
法
伝
の
「
末
羅
遊
州
、
即
今
利
仏
逝遊
）
国
是
」
で
あ
ろ
う
）、
此
国ノ
〔
崑
崙
国
〕
人
体
ヲ
摸ホ
セ
ル
舞
と
し
て
、
十
伎
楽
の
中
に
、
崑
崙
の
舞
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
伎
楽
は
、
呉くれ
楽がく
と
も
呼
ば
れ
、
中
国
南
方
の
呉
国
の
楽
と
さ
れ
る
も
の
で
、
推
古
天
皇
二
十
（
六
一
二
）
年
、
百
済
の
味み
摩ま
之し
に
よ
っ
て
、
我
が
国
へ
伝
え
ら
れ
た
（
日
本
書
紀
二
十
二
。
因
み
に
、
伎
楽
に
用
い
る
腰
鼓
が
、
正
倉
院
に
伝
存
し
、
く
れ
つ
づ
み
と
称
さ
れ
て
い
る
）。
十
妓
楽
の
こ
と
は
、
天
福
元
（
一
二
三
三
）
年
狛
近
真
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撰
、
教
訓
抄
四
「
妓
楽
」
に
載
っ
て
お
り
、
師
子
、
呉
公
、
加
楼
羅
、
波
羅
門
、
崑
崙
、
力
士
等
の
名
が
上
が
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
崑
崙
は
、
先
に
登
場
し
た
五
女
（
呉
女
）
の
内
の
二
女
に
懸
想
し
、「
マ
ラ
フ
リ
舞
」
を
し
て
い
る
所
を
、
後
に
登
場
し
た
金
剛
力
士
に
、「
マ
ラ
カ
タ
ニ
縄
ヲ
付
」
け
ら
れ
、
打
ち
折
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
滑
𥡴
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
伴
う
舞
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
そ
の
舞
に
用
い
る
伎
楽
面
が
東
大
寺
、
正
倉
院
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
て
、
七
｜
八
世
紀
の
制
作
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
に
、
崑
崙
の
面
が
現
存
し
て
い
る
。
図
十
一
は
、
右
に
伎
楽
面
の
崑
崙
（
東
大
寺
蔵
）、
左
に
参
考
と
し
て
、
獅
子
（
正
倉
院
蔵
）
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
図
十
一
右
の
崑
崙
面
は
、
そ
の
図
版
解
説
に
、
崑
崙
が
南
海
の
黒
人
奴
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
な
ど
は
も
っ
と
も
そ
れ
に
ち
か
い
。
獣
の
よ
う
な
耳
を
も
ち
、
醜
怪
な
容
貌
な
が
ら
、
筋
骨
た
く
ま
し
く
、
そ
の
筋
肉
を
隆
起
さ
せ
、
歯
を
む
き
出
し
て
怒
る
表
情
は
ま
こ
と
に
力
強
い
。
そ
こ
に
は
『
教
訓
抄
』
に
述
べ
る
よ
う
な
喜
劇
的
要
素
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
ず
、
そ
れ
よ
り
も
八
世
紀
の
た
く
ま
し
い
表
現
力
を
賞
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
東
大
寺
に
は
同
種
の
面
が
四
つ
あ
る
が
、
な
か
で
こ
れ
が
も
っ
と
も
で
き
が
よ
い
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
制
作
年
代
が
道
宣
の
時
代
に
近
く
、
祇
寺
図
経
に
言
う
昆
侖
（
ま
た
、
師
子
）
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
窺
う
に
足
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
十
三
世
紀
に
書
か
れ
た
教
訓
抄
が
、
そ
の
五
百
年
も
前
に
作
ら
れ
た
、
崑
崙
面
の
謂
わ
れ
を
、
正
確
に
そ
の
ま
ま
伝
え
る
も
の
か
ど
う
か
、
前
掲
図
版
解
説
も
、
疑
問
を
投
げ
懸
け
て
い
る
が
、
一
方
、
教
訓
抄
五
「
高
麗
曲
物
語
」「
壱
越
調
曲
」
に
は
、「
八
仙
」
の
名
も
見
え
、
此
舞
、
神
仙
伝
云
、
淮
南
王
劉
安
好
仙
。
八
云
〔
公
〕
乃
至
、
鬢
眉
略
白
と
記
す
。
そ
の
話
は
晋
、
葛
洪
の
神
仙
伝
四
１
「
劉
安
」
に
、
漢
淮
南
王
劉
安
…
…
好
…
…
方
術
…
…
神
仙
…
…
於
是
乃
有
八
公
詣
門
、
皆
鬚
眉
皓
白
と
あ
り
（
増
訂
漢
魏
叢
書
別
史
所
収
）、
粗
筋
は
、
八
公
（
八
人
の
仙
人
）
が
劉
安
の
許
を
訪
れ
、
や
が
て
誣
告
に
逢
っ
た
劉
安
が
、
八
公
山
（
安
徽
省
）
上
か
ら
、
八
公
と
共
に
登
仙
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
劉
安
は
、
漢
高
祖
（
劉
邦
）
の
孫
、
漢
武
帝
の
叔
父
に
当
図十一
崑崙（右）、
獅子（左）
144
た
る
人
物
だ
が
、
和
漢
朗
詠
集
下
雑
、
雲
「
淮
王
鶏
翅
失
留
連
」、
親
王
「
淮
南
之
求
神
仙
也
、
一
旦
乗
雲
而
何
益
」
句
や
注
な
ど
を
通
じ
喧
伝
し
、
教
訓
抄
に
も
、「
仙
宮
ヨ
リ
出
タ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
コ
ケ
ノ
衣
キ
タ
リ
。
ス
ヽ
ハ
ナ
ヲ
タ
レ
タ
リ
」
等
と
記
す
よ
う
に
、
神
仙
色
の
濃
い
人
物
で
あ
る
。
さ
て
、「
八
仙
」
は
、
舞
楽
の
高こ
麗ま
楽がく
（
右
方
。
唐
楽
左
方
に
対
す
る
。
右う
舞まい
と
も
言
う
）
に
属
す
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、「
八
仙
」
が
「
崑
崙
八
仙
」
の
別
名
を
持
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
（
靍
舞
と
も
教
訓
抄
。
く
ろ
は
せ
久
呂
波
世
と
も
二
十
巻
本
和
名
抄
「
高
麗
楽
曲
」「
崑
崙
八
仙
」
。
ま
た
、
崑
崙
八
仙
の
舞
楽
面
も
、
伝
存
し
て
い
る
）。
さ
ら
に
崑
崙
八
仙
は
、
八
仙
を
略
し
て
、「
崙
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
楽
家
要
録
上
）。
但
し
、
そ
の
崑
崙
は
、
南
方
の
そ
れ
で
は
な
く
前
述
、
北
（
西
）
の
崑
崙
山
の
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
囊
抄
に
、「
此
山
ハ
」
と
記
す
の
も
、
北
（
西
）
の
崑
崙
山
の
こ
と
で
あ
っ
て
（
前
略
部
に
、
美
玉
か
ら
成
る
山
で
あ
る
と
言
う
）、
そ
も
そ
も
そ
れ
は
、
山
海
経
十
六
大
荒
西
経
の
晋
、
郭
注
に
、
河
図
玉
版
亦
曰
、
西
王
母
居
昆
侖
之
山
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
西
王
母
の
住
む
神
山
に
外
な
ら
な
い
。
す
る
と
、
昆
侖
に
は
、
南
方
の
黒
人
奴
隷
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
一
方
、
も
う
一
つ
の
北
（
西
）
方
の
神
仙
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
そ
の
相
反
す
る
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
昆
侖
と
い
う
一
語
の
中
で
交
錯
す
る
時
、
昆
侖
の
語
が
非
常
に
捉
え
に
く
い
も
の
と
な
る
こ
と
は
、
先
に
触
れ
た
如
く
で
あ
る
。
身
分
の
卑
し
い
、
南
方
の
黒
人
奴
隷
で
あ
れ
ば
、
伎
楽
の
崑
崙
に
お
け
る
、
喜
劇
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
や
、
舞
楽
の
崑
崙
八
仙
の
、「
ス
ヽ
ハ
ナ
ヲ
タ
レ
タ
リ
」（
す
す
は
な
洟
は
、
鼻
水
の
こ
と
）
な
ど
、
滑
𥡴
な
所
作
も
似
付
か
わ
し
く
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
祇
寺
図
経
に
お
け
る
、
無
常
堂
の
頗
梨
鐘
上
に
あ
っ
て
、
白
払
を
握
る
件
の
昆
侖
が
、
単
な
る
南
方
の
黒
人
奴
隷
で
あ
る
と
は
、
聊
か
考
え
難
く
、
そ
こ
に
は
や
は
り
、
北
（
西
）
方
の
神
人
と
し
て
の
一
面
が
、
確
実
に
備
わ
る
も
の
と
推
定
し
た
い
。
崑
崙
の
語
義
に
見
る
、
例
え
ば
南
方
と
北
（
西
）
方
と
い
う
、
言
わ
ば
二
義
性
は
勿
論
、
我
が
国
で
生
じ
た
特
性
な
ど
で
は
な
い
。
そ
れ
が
中
国
に
お
い
て
古
く
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
が
、
件
の
昆
侖
の
意
味
の
か
く
見
定
め
難
い
理
由
は
、
お
よ
そ
崑
崙
自
体
が
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
に
、
捉
え
に
く
い
二
義
性
を
有
す
る
語
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
件
の
昆
侖
が
、
仏
教
語
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
語
義
の
確
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
漢
籍
の
み
な
ら
ず
な
お
今
後
、
仏
典
に
お
け
る
用
法
の
追
究
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
仏
教
語
と
し
て
の
崑
崙
山
は
、
香
酔
山
で
あ
る
と
か
（
織
田
仏
教
大
辞
典
）、
雪
山
で
あ
る
と
言
う
（
望
月
仏
教
大
辞
典
）。
も
し
そ
れ
が
カ
イ
ラ
ー
サ
山
で
あ
る
な
ら
前
述
、
金
毘
羅
（
多
聞
天
、
毘
沙
門
天
）
の
所
居
と
な
る
（
岩
波
仏
教
辞
典
第
二
版
）。
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付
記
小
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
田
中
典
彦
氏
、
水
谷
隆
之
氏
か
ら
賜
っ
た
教
示
は
、
大
変
有
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
両
氏
の
学
恩
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
小
稿
は
、
平
成
二
十
五
年
度
佛
教
大
学
特
別
研
究
費
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
注①
後
藤
丹
治
氏
「
平
家
物
語
難
語
考
㈠
」（『
国
語
国
文
の
研
究
』
21
、
昭
和
３
年
６
月
。
後
、『
改
訂
増
補
戦
記
物
語
の
研
究
』
大
学
堂
書
店
、
昭
和
47
年
。
昭
和
11
年
初
版
に
収
録
）
②
拙
稿
「
祇
園
精
舎
覚
書
｜
注
釈
、
唱
導
、
説
話
集
｜
」（
拙
著
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
続
』
和
泉
書
院
、
平
成
７
年
Ⅱ
一
１
。
初
出
平
成
２
年
２
月
）
③
梶
原
正
昭
、
山
下
宏
明
氏
校
注
『
平
家
物
語
』
上
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
44
、
岩
波
書
店
、
平
成
３
年
）
５
頁
脚
注
一
④
福
田
晃
、
佐
伯
真
一
、
小
林
美
和
氏
校
注
『
平
家
物
語
』
上
（
三
弥
井
古
典
文
庫
、
三
弥
井
書
店
、
平
成
５
年
）
12
頁
頭
注
三
⑤
築
島
裕
氏
他
『
最
明
寺
本
往
生
要
集
』
訳
文
（
汲
古
書
院
、
平
成
４
年
）
平
安
時
代
古
点
訳
文
52
頁
に
拠
る
。
⑥
西
田
直
樹
、
西
田
直
敏
氏
『
浄
福
寺
本
仮
名
書
き
往
生
要
集
影
印
・
翻
刻
・
解
説
』（
お
う
ふ
う
、
平
成
６
年
）
に
拠
る
。
⑦
例
え
ば
後
藤
氏
の
上
げ
ら
れ
た
（
注
①
前
掲
論
文
）、
無
住
の
雑
談
集
五
「
鐘
楼ノ
事
」
の
、
祇
園
精
舎
ノ
無
常
院
ノ
鐘
ハ
、
諸
行
無
常
ノ
音コエ
ア
リ
テ
、
聞ク
之ヲ
病
人
多
ク
愈イ
ユ
ト
云
ヘ
リ
。
是
レ
苦
ヲ
除
ク
先センジヨウ
也
な
ど
は
、
明
ら
か
に
そ
の
こ
と
と
関
わ
る
。
清
水
宥
聖
氏
「
言
泉
集
の
位
置
｜
雑
談
集
・
平
家
物
語
と
の
関
連
に
お
い
て
｜
」（『
国
文
学
踏
査
』
８
、
昭
和
43
年
２
月
）
参
照
。
⑧
石
田
瑞
麿
氏
訳
『
往
生
要
集
１
日
本
浄
土
教
の
夜
明
け
』（
東
洋
文
庫
８
、
平
凡
社
、
昭
和
38
年
）
に
拠
る
。
⑨
石
田
氏
注
⑧
前
掲
書
第
一
章
注
一
〇
九
（
12
頁
）
参
照
。
そ
こ
に
は
、
祇
寺
図
経
の
訳
文
が
掲
げ
ら
れ
（
但
し
、
出
典
を
記
さ
な
い
）、「『
平
家
物
語
』
の
巻
頭
…
…
は
、
こ
れ
を
さ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
と
言
う
。
図
一
は
、
大
日
本
続
蔵
経
（
卍
続
蔵
）
二
・
一
〇
・
一
、
31
・
32
丁
に
拠
る
（
図
二
も
同
じ
）。
な
お
網
干
善
教
氏
注
後
掲
「
舎
衛
城
と
祇
園
精
舎
（
覚
書
五
）
｜
仏
典
に
み
る
祇
園
精
舎
創
建
縁
起
㈢
｜
」
論
文
２
｜
５
頁
参
照
。
渡
辺
照
宏
氏
『
仏
教
』（
岩
波
新
書
青
版
258
、
昭
和
31
年
）
Ⅰ
（
６
｜
７
頁
）。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
中
村
元
氏
『
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
｜
釈
尊
の
生
涯
｜
』（
中
村
元
選
集
11
原
始
仏
教
Ⅰ
、
春
秋
社
、
昭
和
44
年
）
一
編
六
章
三
⑵
（
379
頁
）
及
び
、
注
（
26
）（
382
頁
）
な
ど
も
確
認
し
、
ま
た
、『
平
家
物
語
研
究
事
典
』（
明
治
書
院
、
昭
和
53
年
）「
祇
園
精
舎
」
項
（
131
｜
132
頁
。
執
筆
者
は
、
三
木
紀
人
氏
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。
坪
井
良
平
氏
『
新
訂
梵
鐘
と
古
文
化
』（
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
出
版
社
、
平
成
５
年
）
一
部
三
（
一
）（
20
頁
）
図
三
は
、
坪
井
氏
注
前
掲
書
第
１
図
（
20
頁
）
に
拠
る
。
坪
井
氏
は
、
注
前
掲
書
五
部
（
309
頁
）
に
お
い
て
、
支
那
の
梵
鐘
は
こ
の
祖
型
鐘
〔
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
陳
、
太
建
七
（
五
七
五
）
年
鐘
の
こ
と
〕
か
ら
始
ま
っ
て
、
唐
代
に
は
盛
ん
に
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
時
に
唐
代
に
な
っ
て
、
形
状
な
り
装
飾
に
非
常
に
変
化
の
あ
る
一
型
式
が
導
入
さ
れ
、
以
後
祖
型
鐘
と
共
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
祖
型
鐘
と
は
か
け
離
れ
た
外
観
を
呈
す
る
西
洋
の
ベ
ル
に
似
た
裾
の
開
い
た
形
状
で
、
し
か
も
そ
の
下
縁
が
ベ
ル
の
よ
う
に
水
平
で
は
な
く
、
波
状
に
作
る
か
、
ま
た
は
、
六
稜
、
八
稜
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
種
の
鐘
を
荷
葉
鐘
146
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
図
五
は
、
坪
井
氏
注
前
掲
書
第
58
図
（
314
頁
）
に
拠
る
。
長
安
の
鐘
は
、
陝
西
省
博
物
館
蔵
、
口
径
一
六
七
・
五
糎
、
重
さ
が
約
六
ト
ン
と
さ
れ
る
（
注
前
掲
書
五
部
313
頁
）。
網
干
善
教
氏
「
イ
ン
ド
・
祇
園
精
舎
（
サ
ヘ
ー
ト
）
の
仏
教
遺
跡
」
（『
仏
教
東
漸
｜
祇
園
精
舎
か
ら
飛
鳥
ま
で
｜
』、
龍
谷
大
学
、
平
成
３
年
）。
な
お
網
干
氏
の
祇
園
精
舎
に
関
わ
る
論
考
に
は
、「
舎
衛
城
と
祇
園
精
舎
（
覚
書
㈠
、
㈡
）（『
関
西
大
学
考
古
学
等
資
料
室
紀
要
』
４
、
５
、
昭
和
62
、
63
年
３
月
）、「
舎
衛
城
と
祇
園
精
舎
（
覚
書
㈢
｜
㈤
）
｜
仏
典
に
み
る
祇
園
精
舎
創
建
縁
起
㈠
｜
㈢
｜
」（『
関
西
大
学
考
古
学
等
資
料
室
紀
要
』
６
｜
８
、
平
成
元
｜
３
年
３
月
）
の
他
、「
祇
樹
給
孤
独
園
と
京
都
の
祇
園
」（『
阡
陵
』
18
、
昭
和
63
年
12
月
）、「
イ
ン
ド
・
祇
園
精
舎
跡
の
発
掘
調
査
」（『
仏
教
芸
術
』
187
、
平
成
元
年
11
月
）、「
祇
園
精
舎
伝
流
考
」（『
南
都
大
安
寺
論
叢
』、
大
安
寺
、
平
成
７
年
。
初
出
『
阡
陵
』
関
西
大
学
博
物
館
学
課
程
創
設
三
十
周
年
記
念
特
集
、
平
成
４
年
３
月
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
そ
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
、『
日
・
印
共
同
学
術
調
査
イ
ン
ド
共
和
国
Ｕ
Ｐ
州
バ
ー
ラ
イ
チ
県
所
在
祇
園
精
舎
サ
ヘ
ー
ト
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』（
本
文
編
Ⅰ
、
Ⅱ
、
図
版
編
、
附
図
編
、
全
四
冊
、
関
西
大
学
、
平
成
９
年
。
な
お
、『
祇
園
精
舎
遺
跡
地
形
測
量
図
』
関
西
大
学
、
平
成
元
年
も
あ
る
）
に
詳
し
い
。
藤
善
眞
澄
氏
『
道
宣
伝
の
研
究
』（
東
洋
史
研
究
叢
刊
之
六
十
、
京
都
大
学
出
版
会
、
平
成
14
年
）
十
一
章
宗
覚
に
つ
い
て
は
、
木
南
卓
一
氏
「
宗
覚
律
師
伝
」（『
帝
塚
山
大
学
紀
要
』
19
、
昭
和
57
年
11
月
）
に
詳
し
い
。
吉
井
敏
幸
氏
「
叡
尊
と
八
幡
大
乗
院
」（『
戒
律
文
化
』
２
、
平
成
15
年
３
月
）
八
幡
大
乗
院
旧
記
は
、
吉
井
氏
注
前
掲
論
文
に
翻
刻
が
収
め
ら
れ
る
。
引
用
し
た
文
書
は
、
そ
の
17
、
19
、
22
に
当
た
る
。
久
修
園
院
縁
起
に
つ
い
て
は
、
星
田
公
一
氏
「
研
究
ノ
ー
ト
〞
山
蔭
中
納
言
〝
の
こ
と
な
ど
《
Ⅲ
》」（『
研
究
会
報
』
４
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
大
学
院
部
会
、
昭
和
47
年
５
月
）、
日
沖
敦
子
氏
「
藤
原
山
蔭
関
連
寺
社
縁
起
二
種
｜
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
久
修
園
院
縁
起
』・
福
岡
県
八
女
郡
大
光
寺
蔵
『
飛
形
山
大
光
寺
縁
起
』
｜
」（『
人
間
文
化
研
究
』
10
、
平
成
20
年
12
月
）
な
ど
に
詳
し
い
。
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
59
（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
60
年
）
所
収
の
祇
寺
図
経
（
一
〇
八
九
）
は
、
旧
版
（
蔵
経
書
院
版
）
を
底
本
と
す
る
。
渡
辺
貞
麿
氏
「
祇
園
寺
図
経
影
印
」（『
仏
教
文
学
研
究
』
２
期
２
、
昭
和
51
年
４
月
）。
渡
辺
氏
は
、
縮
少
以
外
は
「
原
本
の
ま
ま
で
あ
る
」
（
凡
例
）
と
言
わ
れ
る
が
、
版
心
を
除
去
し
て
、
丁
の
表
裏
を
一
つ
と
す
る
等
、
若
干
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
下
巻
の
あ
と
に
付
す
」
と
さ
れ
た
解
題
も
、
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
。
佛
教
大
学
図
書
館
蔵
の
祇
寺
図
経
の
版
本
は
、
一
本
が
極
楽
寺
旧
蔵
本
、
も
う
一
本
が
水
谷
真
成
氏
旧
蔵
本
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
の
方
が
刷
り
が
良
い
。
題
箋
の
外
題
も
異
な
り
、
前
者
は
、「（
南
山
）
舎
衛
国
祇
寺
図
経
上
（
下
）」
と
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
に
は
、「
南
山
」
の
角
書
が
な
い
。
な
お
後
者
の
下
巻
後
見
返
し
に
、「
六
角
通
御
幸
町
西ニ
入ル
町
南
側
／
御
書
物
屋
柳
枝
軒
」
の
貼
紙
（
右
下
）、
ま
た
、「
諸
書
物
類
売
買
所
京
都
三
条
通
室
町
西
入
文
台
屋
太
兵
衛
」（
左
下
）
の
、「
祇
図
経
道
宣
二
冊
」
を
含
む
、
二
十
三
点
の
広
告
が
載
る
（
前
者
無
）。
佛
教
大
学
図
書
館
蔵
の
極
楽
寺
旧
蔵
本
祇
寺
図
経
上
巻
を
、『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
98
（
平
成
26
年
３
月
）
に
ま
ず
影
印
す
る
予
定
で
あ
る
。梶
原
正
昭
、
山
下
宏
明
氏
注
③
前
掲
書
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石
田
氏
注
⑧
前
掲
書
石
田
氏
の
線
部
の
誤
り
も
、
実
は
そ
の
根
が
深
い
。
例
え
ば
同
じ
石
田
氏
校
注
に
掛
る
、『
源
信
』（
日
本
思
想
大
系
６
、
岩
波
書
店
、
昭
和
45
年
）
に
収
め
ら
れ
る
、
往
生
要
集
上
「
雪
山
の
大
士
」
補
注
（
409
頁
）
に
も
、「祇
園
寺
の
無
常
堂
…
」
…
…
こ
の
堂
に
つ
い
て
は
、
八
つ
の
鐘
が
あ
り
、
四
つ
は
白
銀
で
つ
く
ら
れ
、
他
は
水
晶
（
頗
梨
）
で
つ
く
ら
れ
て
い
て
な
ど
と
あ
る
（
出
典
不
記
）。
石
田
氏
訳
『
往
生
要
集
２
日
本
浄
土
教
の
夜
明
け
』（
東
洋
文
庫
21
、
平
凡
社
、
昭
和
39
年
）
石
田
氏
注
前
掲
書
所
収
原
文
（
376
頁
）
に
拠
る
。
石
田
氏
は
、「
同
じ
祇
桓
寺
図
に
よ
り
な
が
ら
、
こ
の
差
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
（
石
田
氏
注
前
掲
書
「
或
は
説
か
く
」
頭
注
206
207
頁
。
氏
は
、
法
苑
珠
林
九
十
五
所
引
「
西
域
祇
桓
寺
図
」、
尼
討
要
六
・
三
十
三
所
引
「
祇
桓
図
」
を
引
用
、
比
較
さ
れ
て
い
る
共
に
唐
、
道
世
撰
）。
石
田
氏
注
前
掲
書
「
中
国
本
伝
」
頭
注
（
206
頁
）
に
も
、「
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
巻
下
四
に
、
六
祖
檀
経
に
い
う
別
伝
の
こ
と
を
さ
す
、
と
い
う
」
と
あ
る
。
藤
善
氏
注
前
掲
書
十
一
章
五
（
391
頁
）。
藤
善
氏
は
、
そ
の
中
国
本
伝
の
同
文
が
、
道
宣
の
比
丘
尼
鈔
六
に
、「
西
国
祇
桓
）
図
」
と
し
て
見
え
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
石
田
氏
注
⑧
前
掲
書
第
一
章
注
一
〇
九
（
12
頁
）。
ま
た
、
同
じ
石
田
氏
注
前
掲
書
「
雪
山
の
大
士
」
補
注
（
409
頁
）
に
も
、
水
晶
の
方
は
…
…
鼻
に
金
毘
崙
（
金
毘
羅
。
鰐
魚
、
蛟
竜
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
が
あ
っ
て
、
金
の
獅
子
を
の
せ
て
い
た
と
い
い
と
あ
る
が
（
出
典
不
記
）、
波
線
部
に
非
道
い
間
違
い
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
は
、
ワ
ニ
の
上
に
金
色
の
ラ
イ
オ
ン
が
乗
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
。
無
論
、
逆
で
、
金
の
師
子
の
上
に
金
毘
侖
が
乗
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
祇
寺
図
経
「
鼻
有
一
金
毘
侖
、
乗
金
師
子
」）。
良
忠
撰
の
往
生
要
集
義
記
に
つ
い
て
は
、
大
谷
旭
雄
氏
「『
往
生
要
集
義
記
』
に
つ
い
て
」（『
浄
土
学
』
36
、
昭
和
60
年
12
月
）、
福
原
隆
善
氏
「
叡
山
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
の
展
開
」（『
往
生
要
集
研
究
』
所
収
、
永
田
文
昌
堂
、
昭
和
62
年
）、
南
宏
信
氏
「
東
向
観
音
寺
蔵
良
忠
撰
『
往
生
要
集
鈔
』
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
58
・
２
、
平
成
22
年
３
月
）、
同
「
良
忠
撰
『
往
生
要
集
鈔
』
か
ら
『
往
生
要
集
義
記
』
へ
の
成
立
過
程
｜
檀
王
法
林
寺
蔵
袋
中
手
択
本
を
中
心
に
し
て
｜
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
59
・
２
、
平
成
23
年
３
月
）
な
ど
に
詳
し
い
。
な
お
小
稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
往
生
要
集
義
記
に
は
、
内
容
の
酷
似
す
る
、
往
生
要
集
鈔
と
題
す
る
も
う
一
系
統
の
諸
本
が
あ
っ
て
例
え
ば
近
時
、
本
庄
良
文
氏
は
、「
現
時
点
で
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
存
資
料
に
依
る
限
り
、
全
体
と
し
て
『
鈔
』
が
『
義
記
』
に
先
ん
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
義
記
』
が
『
鈔
』
に
補
遺
・
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
成
り
立
つ
」（『
往
生
要
集
義
記
』
第
一
｜
訓
み
下
し
と
現
代
語
訳
（
八
）
｜
大
焦
熱
地
獄
」、『
浄
土
宗
学
研
究
』
31
、
平
成
17
年
３
月
）
と
さ
れ
て
い
る
。
真
源
ま
た
、
そ
の
往
生
要
集
裏
書
に
つ
い
て
は
、
上
杉
智
英
氏
「
真
源
撰
『
往
生
要
集
裏
書
』
に
つ
い
て
（『
浄
土
宗
典
籍
の
研
究
』
所
収
、『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
別
冊
、
平
成
18
年
12
月
）
に
詳
し
い
。
順
次
往
生
講
式
は
、
養
鸕
徹
定
の
蒐
集
に
掛
る
知
恩
院
蔵
本
（
文
治
二
一
一
八
六
年
写
。
和
漢
朗
詠
注
、
礼
仏
懺
悔
作
法
建
久
三
（
一
一
九
二
）
年
写
の
紙
背
に
書
写
さ
れ
る
）
が
、
赤
松
俊
秀
氏
に
よ
り
始
め
て
紹
介
さ
れ
た
、
稀
書
で
あ
る
（
赤
松
俊
秀
氏
「
公
刊
順
次
往
生
講
148
式
」
『
京
寺
遺
宝
英
』
所
収
、
美
術
書
院
、
昭
和
23
年
。
後
に
同
氏
『
京
都
寺
史
考
』
仏
教
史
学
研
究
叢
書
、
法
蔵
館
、
昭
和
47
年
所
収
「
知
恩
院
遺
宝
」
及
び
、
別
編
史
料
に
、
礼
仏
懺
悔
作
法
の
翻
刻
を
加
え
て
、
再
録
さ
れ
た
）。
赤
松
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
知
恩
院
本
は
、
文
治
二
年
以
前
に
ま
ず
和
漢
朗
詠
注
上
巻
の
題
注
が
写
さ
れ
、
そ
の
三
月
三
日
注
を
二
分
し
て
間
に
紙
を
継
い
だ
、
そ
の
紙
背
全
体
に
、
文
治
二
年
の
順
次
往
生
講
式
が
写
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
建
久
三
年
に
な
っ
て
、
継
い
だ
紙
の
表
の
白
紙
部
分
に
、
玄
縁
の
礼
仏
懺
悔
作
法
が
写
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
玄
縁
は
、「
き
く
た
び
に
め
づ
ら
し
け
れ
ば
ほ
と
ゝ
ぎ
す
い
つ
も
は
つ
音
の
心
ち
こ
そ
す
れ
」
の
歌
で
、
初はつ
音ね
の
僧
正
と
呼
ば
れ
る
、
興
福
寺
の
永
縁
と
の
深
い
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
（
平
家
物
語
六
「
新
院
崩
御
」）、
さ
ら
に
赤
松
氏
は
か
つ
て
、
礼
仏
懺
悔
作
法
と
延
慶
本
平
家
物
語
一
本
・
十
二
「
山
門
大
衆
清
水
寺
ヘ
寄
テ
焼
事
」
の
と
の
関
わ
り
を
、
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
（「
礼
仏
懺
悔
作
法
に
つ
い
て
｜
平
家
物
語
の
原
本
に
つ
い
て
の
続
論
｜
」
同
氏
『
平
家
物
語
の
研
究
』
Ⅰ
所
収
、
法
蔵
館
、
昭
和
55
年
。
そ
の
赤
松
説
に
つ
い
て
は
、『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈
』
第
一
本
汲
古
書
院
、
平
成
17
年
五
一
オ
４
296
頁
上
段
に
つ
い
て
の
注
な
ど
に
詳
し
い
）。
ま
た
、
知
恩
院
本
の
和
漢
朗
詠
注
は
、
幼
学
四
部
の
書
の
一
、
朗
詠
注
の
現
存
最
古
の
一
本
に
属
し
、
見
聞
系
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
平
安
時
代
に
お
け
る
朗
詠
注
の
具
体
的
内
容
を
今
日
に
伝
え
る
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
（
拙
著
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』
和
泉
書
院
、
昭
和
62
年
Ⅳ
四
参
照
。
そ
の
本
文
は
、
伊
藤
正
義
、
黒
田
彰
編
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
二
上
大
学
堂
書
店
、
平
成
６
年
に
収
め
る
）。
真
源
の
順
次
往
生
講
式
、
玄
縁
の
礼
仏
懺
悔
作
法
そ
し
て
、
和
漢
朗
詠
注
を
こ
の
よ
う
に
一
書
と
す
る
、
知
恩
院
蔵
本
は
、
例
え
ば
祇
園
精
舎
を
め
ぐ
る
前
述
、
平
家
物
語
往
生
要
集
祇
寺
図
経
と
い
う
図
式
を
取
り
巻
く
、
当
時
の
文
学
史
的
環
境
が
実
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
人
物
や
書
物
が
織
り
成
す
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
、
現
実
的
に
浮
き
彫
り
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
右
の
図
式
に
お
け
る
往
生
要
集
祇
寺
図
経
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
現
実
的
に
は
、
平
家
物
語
書
往
生
要
集
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
（
そ
の
可
能
性
が
非
常
に
高
い
）、
或
い
は
、
平
家
物
語
義
記
往
生
要
集
な
ど
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
た
だ
ろ
う
。
真
源
の
往
生
要
集
依
憑
記
三
巻
は
従
来
、
逸
書
と
さ
れ
て
来
た
が
近
年
、
善
裕
昭
氏
に
よ
り
、
東
寺
観
智
院
に
仁
安
二
（
一
一
六
七
）
年
写
本
、
上
中
二
巻
の
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
、
確
認
さ
れ
て
い
る
（
同
氏
「
真
源
『
往
生
要
集
依
憑
記
』
に
つ
い
て
」、『
浄
土
宗
学
研
究
』
32
、
平
成
18
年
３
月
）。
上
杉
氏
注
前
掲
論
文
。
ま
た
、
上
杉
氏
は
、
金
沢
文
庫
本
を
翻
刻
、
真
福
寺
本
と
の
異
同
も
示
さ
れ
て
い
る
（「
県
立
金
沢
文
庫
蔵
「
往
生
裏
書
」
解
題
・
翻
刻
」、『
仙
石
山
論
集
』
２
・
平
成
17
年
９
月
）。
清
水
宥
聖
氏
は
か
つ
て
、
新
出
の
東
寺
宝
菩
提
院
本
言
泉
集
鐘
楼
経
蔵
帖
を
紹
介
し
、
そ
の
「
七
祇
園
精
舎
修
羅
院
鐘
文
」
の
項
目
に
、「
祇
園
図
経
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
報
告
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
清
水
氏
注
⑦
前
掲
論
文
）。
一
方
、
例
え
ば
真
福
寺
本
因
縁
処
の
「
四
・
鐘
」
は
、「
祇
薗
図
経
云
」
と
は
記
す
も
の
の
、
実
は
往
生
要
集
裏
書
に
拠
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
（
因
縁
処
に
は
、
次
い
で
「
往
生
要
集
ノ
…
…
文
」
と
す
る
、
往
生
要
集
裏
書
の
「
本
文
云
」
の
部
分
も
引
か
れ
て
い
る
。
注
②
前
掲
拙
稿
注
②
参
照
）。
図
十
上
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
提
供
の
写
真
、
下
は
、
神
奈
川
県
立
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金
沢
文
庫
提
供
の
複
写
に
拠
る
。
な
お
上
杉
氏
注
前
掲
の
翻
刻
に
は
、
件
の
金
毘﹅
侖
の
二
文
字
目
を
二
つ
共
、「
毘
」
と
し
、
ま
た
、
真
福
寺
本
と
の
異
同
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
菊
池
敏
彦
氏
『
梵
鐘
起
原
沿
革
考
』（
光
融
館
書
店
、
昭
和
８
年
）
五
章
四
（
153
｜
154
頁
）。
氏
は
、「
祇
精
舎
内
の
諸
院
の
鐘
」
と
題
し
て
、
居
士
院
、
縁
覚
十
二
因
縁
院
、
修
多
羅
院
、
仏
衣
服
院
、
無
常
院
の
鐘
に
つ
い
て
、
説
明
さ
れ
て
い
る
（
148
｜
154
頁
）。
参
考
ま
で
に
、
そ
の
無
常
院
の
鐘
の
説
明
全
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
152
｜
154
頁
）。
無
常
院
の
中
に
一
堂
が
あ
り
ま
し
て
、
堂
内
は
白
銀
ば
か
り
を
使
う
て
あ
り
ま
す
。
四
面
の
白
廊
に
は
白
華
が
充
満
し
て
ゐ
ま
す
。
而
し
て
ど
こ
も
こ
ゝ
も
白
骨
の
状
が
画
い
て
あ
り
ま
す
。
諸
の
臨
終
に
せ
ま
つ
た
も
の
は
皆
此
の
堂
に
運
び
入
れ
て
、
白
骨
や
諸
の
無
常
の
相
を
見
せ
し
め
る
の
で
あ
り
ま
す
。
既
に
し
て
命
終
り
ま
す
れ
ば
、
西
門
か
ら
送
り
出
す
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
此
の
院
に
八
鐘
が
あ
り
ま
し
て
、
四
は
白
銀
、
四
は
頗
梨
即
ち
水
晶
で
あ
り
ま
す
。
銀
鐘
は
院
の
四
角
に
台
を
起
し
て
之
を
置
き
、
頗
梨
鐘
は
無
常
堂
の
四
隅
に
在
り
ま
し
た
。
銀
鐘
は
各
の
重
さ
十
万
斤
で
、
形
は
須
弥
山
の
如
く
に
し
て
九
竜
が
之
を
盤めぐ
遶つて
し
て
ゐ
ま
す
、
一
々
の
鐘
辺
に
高
さ
一
丈
二
尺
の
一
白
銀
人
が
ゐ
ま
し
て
、
摩
尼
宝
珠
を
頂
上
に
つ
け
た
天
冠
を
戴
き
、
手
に
は
銀
槌
を
持
つ
て
ゐ
ま
し
て
、
比
丘
が
将
に
息
を
ひ
き
と
ら
う
と
す
る
時
に
、
四
角
の
銀
人
が
一
時
に
鐘
を
打
ち
、
そ
の
音
中
に
諸
仏
入
涅
槃
の
法
を
説
き
ま
す
。
他
化
天
人
が
此
の
鐘
を
聞
き
ま
す
る
と
、
天
童
が
白
華
幡
を
持
つ
て
降
り
来
て
比
丘
の
死
屍
を
供
養
し
ま
す
。
兜
率
の
諸
天
は
天
中
の
十
六
種
の
花
を
此
の
院
中
に
投
下
し
ま
す
。
病
比
丘
は
鐘
声
を
聞
い
て
本
心
を
失
は
ず
し
て
善
道
に
生
る
ゝ
こ
と
を
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
頗
梨
鐘
は
そ
の
形
状
腰
鼓
の
如
く
に
し
て
、
鼻
（
頂
上
）
に
一
の
金
崑
崙
が
ゐ
ま
し
て
、
金
獅
子
に
乗
り
て
手
に
白
い
払
子
を
執
つ
て
ゐ
ま
す
。
病
僧
が
将
に
命
終
せ
ん
と
す
る
時
に
は
、
此
の
金
崑
崙
が
口
に
無
常
苦
、
空
無
我
を
説
き
、
而
し
て
手
に
せ
る
白
払
を
挙
げ
ま
す
れ
ば
鐘
が
自
然
に
鳴
り
ま
し
て
、
音
中
に
諸
行
無
常
、
是
生
滅
法
、
生
滅
々
已
、
寂
滅
為
楽
を
説
き
ま
す
。
病
僧
此
の
音
を
聞
い
て
苦
悩
即
ち
消
え
て
清
涼
楽
を
得
ま
し
て
、
三
禅
に
入
る
が
如
く
に
し
て
往
生
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
若
大
徳
の
人
で
あ
る
と
き
は
、
四
の
頗
梨
鐘
の
腹
か
ら
大
光
明
を
放
ち
、
光
中
に
菩
薩
の
六
度
を
説
き
ま
す
。
病
者
は
光
を
見
て
諸
仏
の
国
に
生
れ
ま
す
。
こ
の
鐘
光
は
亡
神
の
生
処
に
随
ひ
往
き
、
日
月
の
光
を
奪
ひ
、
諸
天
の
光
を
蔽
ふ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
銀
鐘
は
帝
釈
天
の
所
造
に
し
て
頗
梨
鐘
は
月
天
子
の
造
る
所
で
あ
り
ま
す
。
仏
滅
後
に
此
の
二
鐘
は
上
つ
て
各
そ
の
本
土
に
還
り
ま
し
た
さ
う
で
す
岡
村
繁
、
谷
口
鉄
雄
氏
訳
『
歴
代
名
画
記
』（
中
国
古
典
文
学
大
系
54
『
文
学
芸
術
論
集
』
所
収
、
平
凡
社
、
昭
和
49
年
）
に
拠
る
。
原
文
は
、
小
野
勝
年
氏
訳
注
『
歴
代
名
画
記
』（
岩
波
文
庫
、
昭
和
13
年
）
に
拠
る
。
例
え
ば
、
小
野
勝
年
氏
が
、
歴
代
名
画
記
の
崑
崙
を
注
し
て
（
注
前
掲
書
注
七
17
頁
）、
此
処
に
崑
崙
と
云
ふ
の
は
香
炉
の
台
脚
な
ど
に
往
々
作
ら
れ
て
あ
る
異
形
の
人
物
を
指
す
の
か
と
思
は
れ
る
。
或
は
又
渡
海
文
殊
の
例
な
ど
か
ら
、
獅
子
崑
崙
と
続
け
て
解
釈
し
、
獅
子
を
引
く
崑
崙
を
指
す
か
。
但
し
、
別
に
博
山
炉
の
蓋
部
は
崑
崙
山
を
象
つ
た
も
の
と
も
云
は
れ
る
か
ら
、
香
炉
の
蓋
部
と
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
註
一
八
（
120
頁
。「
又
大
金
銅
香
炉
。
毛
婆
羅
様
。
後
更
更
加
木
座
及
須
弥
山
浮
等
」
の
須
弥
山
、
浮
の
注
）
に
、
須
弥
山
は
木
座
・
浮
〔
台
脚
の
一
種
〕
と
並
書
す
る
点
か
ら
、
仏
教
的
見
地
に
依
り
須
弥
山
に
象
る
と
い
ふ
博
山
炉
式
の
山
形
香
炉
150
蓋
〔
六
朝
石
仏
台
座
に
例
多
し
〕
の
類
か
と
考
へ
ら
れ
る
と
す
る
こ
と
は
、
例
え
ば
無
常
院
の
銀
鐘
が
、「
形
如
須
弥
」
と
さ
れ
る
こ
と
と
も
関
わ
り
、
極
め
て
重
要
で
、
な
お
今
後
の
一
考
を
要
す
る
。
駒
井
義
明
氏
「
崑
崙
考
」（『
歴
史
地
理
』
59
・
４
、
昭
和
７
年
４
月
）、
桑
田
六
郎
氏
「
南
洋
崑
崙
考
」（『
台
北
帝
国
大
学
文
政
学
部
史
学
科
研
究
年
報
』
１
、
昭
和
９
年
５
月
）
図
十
一
右
は
、
原
色
日
本
の
美
術
23
面
と
肖
像
（
小
学
館
、
昭
和
46
年
）
図
版
76
（
10
頁
）、
左
は
、
同
挿
図
14
（
193
頁
）
に
拠
る
。
注
前
掲
書
図
版
解
説
76
（
13
頁
）
小
南
一
郎
氏
『
中
国
の
神
話
と
物
語
り
｜
古
小
説
史
の
展
開
｜
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
59
年
）
一
章
四
に
詳
し
い
（
ま
た
、
三
章
二
に
は
、
劉
安
の
昇
山
を
め
ぐ
る
論
も
あ
る
）。
ま
た
、
漢
代
に
お
け
る
崑
崙
山
の
図
像
に
つ
い
て
は
、
曽
布
川
寛
氏
『
中
国
美
術
の
図
像
と
様
式
（
研
究
、
図
版
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
平
成
18
年
）
Ⅰ
二
、
三
に
詳
し
い
。
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